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環
境
と
の
關
聯
に
，於
い
て
の
み
可
能
：.で
あ
る
。
換
秦
す
れ
ば
人
の
精
神
生
活
は
全
體
的
、
.統
一 

的
卽
性
0:

顯
：現
_

あ

ば

：.ぞ
れ
が
坐
洱
を
廻
る
環
辕
ど
關
聯
じ
七
理
解
せ
ら 

る
こ
ん
が
出
來
る
吆̂

つ
ゼ
現
實
の
输
神
电
活
を
問
證
ど
す
名
ご
と
は
邊
境
‘

^

こ
の
意
振
に
於
いて
、

勞

働

者

心
理
歌
が
勞
働

者
：：

の
個
性
を
對
象
とす
る

應
用
.心
理
學
.で
あ
る
：
と
も
宏
ふ
こ
と
が
出
來
る

o

M
ら
に 

^
*l
l
i
r
>
^.
^
坐
^

0客
觀
的
.に
表
現
せ■ら
れ
る
と
い
ふ
點
か
ら
觀
れ
ば
ー
.
勞
#
者
0
日
常
^
活
实
^

は
彼
等
の
現
實
の
精
群
.生
^

の 

從
つ
て
«-
:
'等
0;
:
佩
性
の
、_

1

_の
關
聯
把
於
妙
る
其
體
的
な
表
現
で

‘

れ

を

認

^

す

る

こ

と

が

不

可

能

で

あ

る

心

理

學

に

於

い

て

は

.、

他

人

へ

の

現

贤

の

精

厕

生

活

を

そ

の

客

觀

的

表

現

で

あ

る

、

彼

の

日

常

生
 

活

姿

膨

に

於

い

V

理

解

ず

洚

と

い

ふ

方

法

.を

棟

ら

容

欢

ら

な

い

の

は

勿

論

セ

I

が

，

こ

の

^

 ̂

別

に

吾

 々

は

ま

た

應

用

心

理

^ ;
:

&

&

的

立

場

^ '
;

ら
.、

人

0

0'
常

容

動

>

« :

態
及
び
#
!
活

勝

度

と

び

て

獲

解

す

を

、
ぞ
の
內
面
的
精
神
坐
活
、
従
づ
て
ま
た
個
性
と

€ >
;
關
聯
.に
於
い
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あ
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坐
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應
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。
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す
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今
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環
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な

い

と

い 

ふ
の
^

^
者

の

見

解

で

あ

る

。

そ

し

て

こ

の

意

味

の

膘

用

心

齟

舉

の

成

立

は

、
個

性

に

對

ず

る

環

境

の

影

響

を

單

に

理

論

上

認

め

て

ゐ

た

に

過 

ぎ

な

ぃ

從

來

の

個

性

心
.理
學
に
甚
づ
ぃ
.て
は
.不

可

能

で

ぁ

つ

て

、
環

境

影

響

を

問

題

と

す

る

所

謂「

環

境

心

理

學」
M
m
e
u
p
s
y
c
h
o
o
g
i
e

の
發

'
.
:展
に
俟
，た
な.け
れ
ば
な
ら
な
い0
.

:更
.ら
ゆ
個
性
に
對
ギ̂

境̂
&
影
—
ぬ
就
い
て
多
少
述
べ.て
置
ぐ
必
藥
が
あ
る0フ
パ
バ
ご

:.
p
性
ぬ
對
す
る
環
境
の
影
響
は
三
：つ
め
も
の
：に
區
別
し
得
る
广

—

.は
こ
れ
-̂
^
境
の
^
發
作
用
ゾ
亂
約
作
用
ノ
及
び
形
成
作
用
と 

呼
ん
#
置
ぎ
度
い6
.そ
0
開
發
作
甩
と
は
刺
戟
：と
，し
：て
0
環
氧
が
僩
性
的
反
應
を
開
發
ず
る
作
坷
を
萁
ひ
、
そ
の
制
約
作

/1
]
と
は
個
性 

的
反
廳
を
多.少
の
程
度
に
於̂:
で
.
1

「

定
0
規
道
、
或
ば
形
！

i.

に
歌
制
す
る
作
用
を
謂
ふ
？
換
言
す
れ
ぱ
環

'境
0
制
約
作
用
と
は
環
境
に 

.對
す
る
抽
飯̂
順
應
.̂

要
求
す
る
も
の
で.
る

：ど

，
宏

つ

で

.も
い
、
>
從
4
て
こ
の
制
約#
用
；の
存
す
る
限
り> 
そ
し
て
個
性
の
，環
境
に

對
す
る
順
應
が
圆
滑
：に
：行
は
れ
な
い
限
々
、

「

個
性
と
環
境
と
の
關
聯
：に
多
少
：

0
緊
張
關
係
が
存
在
す
る
と
と
、
な
る
。
か

t
て
此
處
に

* 

.

.
ヽ
.

個
性
§
情
意的
方
面
が
最
も强
く
與
は
れ
，る
ので
.あ
づ
ズひ
通
！
^

活
感
情'の
.問
題
が
提
起
'せら
れ
る
の
ば
、
；
こ
め
緊
服
關
係
に
關
聯

^
で
^
赵
冬
麻
三
の
環
瘦
の
形
成
作
用
と
は
個
性

0
權
造
變
化
を
坐
ぜ
し
め.み
も
0
を
謂
4
0:
::

——

通
常
瑗
境
の
個
性
に
對
す
る
影

-
 

,

響
と
稱
ぜ6>
::
れ
る
：̂
0
が
專
ら
こ̂

で
あ
る
が
、
务
れ
が
不
鮮
明
な
表
明
一
で
あ
る
こ
と
は
右
，の
序
述
：に
依
つ
て
明
か
：で
あ
ら
ぅ

。

I

-

' 

- 

•
 

.

先
き
办
猿
境

g

制

^

:

用

极

そ
(?
>
:
*境
.の
險
去
ど
共.
.
£
消
去
す
る€>
:
に
對
し
て
、
；そ
：の
形
成
作
用
は
個
牲
に
對
す
る
恶
底
的
影
響
で
あ 

つ
.で
、
^
の
激
_
の
ー
除
去
呔
同
時
に
形
成
作
用
の
消
去
で
は
な

^

:
吾
々
：が_
性
の
生
沿
史
的
考
察
ぬ
於
い
て
個
性
に
對
す
る
過
去
：環 

境
か
影
響
を
問
題
と
す
る
の
は
、
禅
ら
過
去
環
境
の

*
性
に
對
ナ
る
形
成
作
用
を
理
.簡
す
る
こ
と
で
、あ
る9
.
:

然
ら
ば
環
境
の
個
性
に
對
す
る
こ
の

_

作
用
.は

歡

.に
し
、て
成
立
ず
る4
。
.^.
に
こ
の
こ
と
は
個
性
に
對
す
る
--
*
究
環
境
の
存
在 

0-
-
1S
常
性
に
於
い
て
、
或
は
個
蚀
と
環
境

^
接
卿
の
‘频
度
：の

)

大
_
な

る

，
こ

ん

麼

於

躲

て

.
說

明

ざ

れ

»-
.
ま
た
個
性
士
環
填
と
の_
聯
0
內
商 

乾
觀
乾
の
紙
漱
槪
咖

:

'

:
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勞
撕
澈
心
理
學
め
：體
：系
槪
.觀

:-
'
ン

:

八
六
.

〈

i
i
A四〕

的
緊
齋
鹿
に
依
つ
て
說
明
せ
'̂
れ
や
ぅ
と
し
，て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
の
孰
れ
；の
說
明
'%
:
未
だ
充
分
で
は
な
い
。
邊 

1

.

 

と
環
境
の
接
觸
の
.频
度
と
は
單
に
客
觀
的
な
事
情
を
漭
慮
す
石
に
.過
ぎ
な
い
.0 '
:で
.あ
0
て
、：I

尙
ほ
偶
然
的
、I

時
的
環
境
か
存
在 

が
個
性
に
對
す
る
形
成
作
用
を
持
ち
得
る
こ
と
を
.否
免
し
得
な
い
と
ず
れ
ば
、
こ
0
說
明
は
普
遍
的
に
_は
採
用
し
難
い
0——

心
现
學 

的
に
は
個
性
^
環
境
々
の
'關
聯
の
内
面
的
緊
密
度
に
於
い
て
.形
成
作
用
を
說
明
す
る
.こ
.ど
の
方
が
勝
づ
で
ゐ
る
。
'し
か
も
こ
の
後
の
說 

明
に
於
い
て
は
で
徽
境
：の
無
意
識
的
影
響
が
說
明

3
難
い
。
.其

處

で

吾

：
々
：
は
凡
そ
次
ー
ぎ

0
如
く
理
解
す
る
：こ
と
1が
ょ
り
逾
當
で
あ 

即
ち
、
俞
者
か
寧
ろ
：生
物
學
的
說
明
怒
る
、
®
境
0
饭

常

性

及

，
び

個

性

と

環

境

0
接
觸
の
：频
度
は
個
性
に
對
す
る
環
境
の
無
意 

識
的
影
響
O'
-就
件
で
あ
が
が
れ
に
齡
し
で
後
者
.の
：侗
■
と
環
境&

關
聯
の
緊
密
度
は
そ
^
意
識
的
影
響
の
故
立
の
蒜
礎
で
あ
る
。
'

队
必
_
如
ぬ
個
性
に
舞
す
る.環
境
の
影
響
ぬ
、
環
境
の
開
發
作
用
、

.偏
約
作
用
、
.及
び
形
成
作
用
の
H
作
用
と
し
，て
區»i
j
せ
ら
れ
る

取
、‘1:

股
ぬ
個
_
ど
激
境
と
の
關
聯
は>
個
性
を
中
：心
：に
し
：て
考
ぺ
れ
ば
、

«
性
の
齋
境
に
對
す
る
受
動
的
關
係
と
そ
の
：能
動
的
關
银

. 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

..... 

.

.

. 

.

. 

.

-

- 

.

.

.

. 

.

. 

. 

.

■:の
.

U

面
：
f

 

_で
理
解
せ
ら
れ
る
。
：：
そ
1>
て
筆
者
は
侗
性0'
容
觀
的
衆
現
で
あ
る
各
人
の
1日
常
生
活
姿
態
を
、
環
境
に
對
す
る
侗
性
の 

.受
動
的
關
係
と1>
:
で
こ
输
を
理
解
す
を
場.合
ぬ
生
.敗
胗
態
と
会
ひ.'
：i

れ
に
對
し
て
瑗
境
に
對
す
る
個
性
の
能
動
的
關
係
に
於
い
て
こ 

れ
を
理
解
す
名
場
合
ぬ
朱
活
態
廳
ん
謂
令

^
か
し
此
靡
で!!
^
の
謅
紙
を
招
如
ネ
い
や
ぅ
に
.若
中
の
注
意
を
與
ベ
て
置
く
こ
と
が
め

要
.で
t>
;
;
る 

d
.
:
:'
'
“
 

,'
■'
フ

ソ

.
:
'

」

':
-
 ̂

.. 

: 

 ̂

.

、
第f

ば

、
？
吾
■

が
坐
活
龉
度
と
坐
活
形
態
と

^
有
の
如
ぐ
區
別
す
る

〗
の
：は
、
.環
境
と
の
關
聯
に
於
い
て
個
性
.

る
こ
と
で
ぁ
る
。
從
來
心
理
襄
：に
於
い
て
は
精
神
的
機
能
を
分
つ

.て
知
、
情
'
意
と
な
し
、
個
性
心
理
學
に
於
い
て
は
こ
の
三
分
類
に

應
じ
で
ヶ
個
性
を
知
瓶
、
氣
質
•
.性

格——

但
し
論
者
.中
に
は
氣
質
と
性
格
と
を

 

一
し
て
考
察
し
や
ぅ 

と
尤
る
1
ひ
が
％
>
‘の
免
あ
つ
て
、';
'
こ
れ
に
從
へ
试
個
性
は
知
_
が
性
格
ー
に'ー
分
せ
ら
れ
る
。I

I
と
し
て
考
察
す
る
の
が
普
通
と
見 

做
さ
れ
て
ゐ
る9
し
か
3
そ
ル
は
尚
ぼ
ヴ
：ン
ト
流
の
_構
成
.心
理
寧
に
於
呔
る_
神
坐
活
の
寄
木
細8
的
考
察
の
影
響
を
多
少
と
も
に
留 

か
ろ
も
の
で
あ
つ
て>
.筆
者
ば
寧
ろ
環
境
と0;
關
聯
に
於̂

て
個
性
の
；受
動
相
と
能
働
相
と
を
區
別
す
る
こ
と
が
、
：
逾
か
に
現
實
的
人 

間
硏
究
と
し
て
吾
0々
心
理
學
蚱
苕
究
に
於
い'で
婪
當
で
あ
る
と
考
へ
る
.
0::
'
.
:
.

:

第
二
に
、
從
來
生
活
形
態
及
.び
坐
活
態
度
於
る
言
葉
：は
多
く
の

.論
者
に
依
づ
で
鏖
々
用
ひ
ら
れ
る
所
.で
か
る
が
、
^
ず
し
も
こ
の
兩

者
が
明
瞭
：に
區
別
：せ
ら
れ
て
は
鹿
な
い
々

(

鲜
ニ〕

.其
處
で
特
P
讀
歡
に
法
意
し
で
戴
き
度
：い
の

.は
‘

"吾
々
が
坐
活
形
態
と
一

K

ひ
、
生
活

.

•

, 

- 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.
: 

.-■:
•
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.

.
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.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

:.
.
.
.
. 

•
,
-
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
' 

. 

.

.

. 

*

態
肥
と
謂
知
場
合
に
ぬ>

#
々
は
こ
れ
釔
各
々
別
個
の
生
活
罄
態

^
於
い
も
な
れ
ヒ|
|識
し
や
ぅ
と
す
る0
で
は
故
く
、
同1

の
生
活 

备
態
を
生
活
摄
境
と
隊
聯
し
て
ぞ
の
ぞ
動
的
意
味
ぬ
於

^
て
瑯
解
ず
る
が
、
ぎ
た
そ
の
能
W
的
意
味
、に
於
い
：て
理
解
す
る
か
に
か

V

る 

o
で
あ
る
。
そ
し
て
同

一

生
活
姿
態？:
.
,か
く
ニ
様
に
理
解
し
得
る
こ
と
は
、
先
き
に
述
べ
だ
靡
に
、依
つ
て
明
か
で
あ
る
が
、
吾
々
は
ま 

た
後
に
述
べ
る
や
ぅ
に
生
活
形
態
と
生
活
態
度
ど
ピ
區
別
す
る
ば
と
が
、
：
實
踐
：

§
^
義
に
於
^
て
も
#
琴
で
.あ
る
こ
と
を
も
忘
れ
.て
は 

な
ら
な
い
。
 

.

.

.■:

.

戟
ニ
生
活
形
態
並
に
生
活
態
度
に
關
し
て
は
、
例
へ
ば
シ
ュ
ブ
ラ
ン
ガ
ー
の

.有
名
な
著
作
にn生
活
諸
形
態

」
(E. Spranger,. Leblformen,

'

5. 

I

,
 

1
9
2
S

が
t

-
ギ

ふ

は

そ

筚

均

人

の

讓

學I

#

、
：
 

|

1

<の「

辕

塵

」

、
b

l

s

f

L

e

b

l

,
問
題
.と
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
例
に
於
い

p

は
坐
.洁
形
態
と
坐
活
態
度.と
が
：̂

へ
ル 

.勞
撤
者.心
¥
學

論

系

；概

皲

::
.

A七

(

1
四
八
五
し
■
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ク
.

#

働
者
心
1|
|

!

擧
.の
.#'
系
擁
觀
，
■

.

八
八
人
一

i

八
六〕

'
'丨

「

灰
_
ト
.以
後
の
勞
働
者
心
辄
學€)
'
衡
裙
铰
於#
で
(1
ザ
腫
$
:勞
修
泠
^

.は
勞
働
の
動
機
づ
け

Motivadolv.

を
問
題
と
し
て
ゐ
る
め:̂
灰

素

、̂

れ
等
は
審
电
個
瓯0.
:議
相
を
吼
題
と
：し
、
#
に
勞
勁
の
坐
活
態 

•
度
に
關
す
る
も.の
ど
S
つ
て
い
X
O
Kら
に
ゥ
ォ
ル
ト
は
肩
業
的
生
活
環
璋
に
關
職
ぶ
で
：勞
働
乾
心
迦
學

:©
間
題
を.次
ぎ
の
如
く
提
起
し'て
ゐ
：
 

V

ン
.る
。
即
ち
、-1
勞
働
者
は
彼
の
職
槩
坐
活
を
如
何
に
體
驗
ず
る
か
。
彼
の
勞
働
の
環
境
は
彼
の
精
神
的
態
度
と
彼
の
意
識
に
如
何
に
反
映
す

る 

.
へ
か
。
，
彼
の
職
築
は
彼
に
對
し

「

て
|
洚
の
时
面
的
坐|

態
ゼ
興
へ
る
も
の
で.あ
る
か1

。
八
圈
點
筆
者̂
ゥ
ォ
ル
>
は
か
く 

'
と
坐
活
形
態
と
を
そ
の
內
而
的
狀
態
に
於
い

-て
區
別
し
て
は
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
對
し
て
明
碗
な
說
阴

-̂
.特
に
附
加
じ
て
呔
ゐ
だ
い
。

：
" 

ノ

第
1
1
1
に
*
生
沾
態
度
と
张
活
形
態
と
を
區
別
す
る
こ
と
と
、
先
き

^
述
.べ
た
環
境
駿«
の
^

’ 

、
*
.-
-
‘ 

.
：
.
*
.
. 

/ 

.
•
: 
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1
^
-
. 

.

.•

.
-
*
•
, 

- 

*
, 

’ 

. 

- 

• 

. 

•
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- 

• 

.

.

.

.

.

. 

• 
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. 

: 

• 

S 

• 

t 

• 

I
. 

-
. 

. 

' 

.

_

#

ば
.嘗
づ
せ
、：，「

勞
働
者
.の
現

責

的

な

生

：活

.の
_
龙

面

ぢ1

的

、
ー
：
命

析

的

、
靜

態

的

：
に

觀

れ

ば

、

:̂
-

の

問

題 

で
あ
り
、
更
ら
に
機
能
的
、
綜
合
_
、
動
態
的
.に
觀
れ
.

41、

そ
れ
は
坐
活
態
度
の
問
題
で
あ
る」

ど
趣
ベ
.た
こ
ど
.が
あ

'
?)
。

今

こ

れ

を 

參
少
補
犯
^
て
纟
先
き
ぬ
述
べ
恕
個
俾
の
^
っ

の

相

ゼ

ぉ

む

真

體

的

ぱ

說

明

じ

-

^

せ
で
環
境
影
響
ひ
問
躇
を
取
-̂
擧
げ
セ
鞋 

坐
活
鼢
姿
臌
ば
全
體
的
|

;

經
1
的
個
性
，の
窬
觀
的
表
現
で
あ
る
。
'

^

一一̂

れ
_
5
^

_

ほ
ム
の
^
姿

態

は

各

：
た
^

ほ

ど

の

關

聯

忆

於 

へ
げ
：る
個
性
0 .
能
動
盼
啟
表
現
ぜ
あ
る
0"
1>
'
が
1>
其
释
に
個
膨
( 0
:
表
邸
と
し
.て
客
觀
的
に
現
：は
れ
て
ゐ
る
坐
活
諸
姿
.態
は
環
境
影
響
-
即 

ち
環
捧Q

開
^
作
用
、
if
t
i
j
g
^
用
' 
及
び
歌
成
作
用
の
所
産
で
ぶ
づ
，て
、
こ
.の
意
味
に
於
い
て
坐
活
謝
姿
態
は
全
體
が
倘
性
の
環
塊
に 

對
ず
る
受
動
相
じ
て
ゐ
る
。

'そ
じ
で
生
活
1
態
は
こ
の
生
漱
諸
'备
態
に
依
つ
て
_
成
.さ
作
：る
。
こ
ー
れ
に
對
し
.て
菩
々
は
虫
活
勝
度 

を

：
次

：ぞ

の

や

ぅ

ビ

考

へ

：
る

ヶ

«
々
^
生
活
姿
態
1
各
ズ
統
；1
的
'5
_
0 

の
個
々
の 

坐
活
姿
態
が
ら
能
動
相
に
於
け
る
個
性
の
毓i 

.'
的
輸
賢
を
理
解
ず
るAJ'

と
が
出
來
各
o
.換
ー}

日
ず
れ
ば
、
M
々
の
生
活
姿
態
を
可
能
に
ず

'
る
個
性
の
，統1

的
理
解
に
於
：い
て
坐
活
態
度
が
明
か
に
せ
ら
れ
る
。

し
か
も
こ
の
個
性
た
る
や 

'旣
.に
過
去(

並
に
.現
我)

環
境
0
形
成
作
用
を
受
け
て
居
り
、
現
法
環
境
の
開
發
作
用
に
應
じ
て 

:
'反
應
し
、
そ
の
反
應
の
過
程
に
於
い
セ
薇
在
跋
境
0
制
約
作
用
を
時
に
蒙
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ 

.
:を
要
す
'る
.に
生
活
諸
姿
膨
.は
瑗
境
に
亂
す
冬
個
性
の
受
動
相
の
客
觀
的
表
現
で
あ
り
、
同
時
に
‘ 

/
バ
そ
れ
は
^
性
の
能
動
相
を
贬
現
す
石
も
办
で
あ
る
。：
更
ら
に
JK
:
に
簡
單
に
衆
し
た
所
に
從
'つ
て 

^
ぺ
ば
、
'
.生
活
形
態
は
<
»
0
•■
■'
.‘
：
N .
-

の
坐
浒
諸
姿
態
の
.全
般
に
*
-り
、

個
性
の
多
面
的
表
現 

へ
へ
办
認
識
：に
栽
づ
き
、ハ
坐
^
|1
度
呔
こ
れ
箏
0 .
生
活
諸
赛
態
|:
可
敝
に
す
る
.腺
動
的
、
統
一
的
個 

ン
性
，0
«
.纏
に
於
い
七
¥
へ
€
れ
る
七
-パ

■■
ハ
'
'.

へ
以
上
筆
者
は
佩
性
と
辕
境
と
0:
:關
聯
を
論
述
じ
て
來
た
0
で
あ
、る
が
，

ち
れ
は
觅
ら
K
次
ぎ 

.S:

如
き
見
解
に
支
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
個
性
と
環
境
、
從
つ
て
ま
た
人
と
環
境
の
關
聯
は
.• 

I

つ
の
全
體
糨
造
を
形
成
し
て
ゐ

g

o

.

—
A
r
w
l
l
s
e
l

 
ロ も
由
^
;

Person 

,
,
と
摄
徵
、
ぎ
择§:
:,
0
關
薇
0
金

-
- 

.. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.
-
.
'
.
.
.
.
.
.
.
.

梢
腹
■
•
gM:
-を
5
<?
,8
を

#
成
1-
?>
:
と
府
*

1

ぞ
し¥

こ
0
人
ど
環
境
0
關
聯
(0
:全
體
槨
造
は
靜
止
的
で
.は
振
^

、̂
可

變

的

で

'
お 

り
->
;
:胤
_

_
で
あ
り
、
し
か
も
ぢ
0 .
澉
师
の
中
心
ば
個
性
に
あ
を
-9
:
和
く
て
個
性
の
課
證
法
的
發
展
は
こ
れ
金
體
溝
璘
の
裡
に
行
は
れ 

.る
o環
篼
が
人
を
作
る
と
同
時
‘に
.、入
は
彼
自
身
の
環
境
を
持
ち
、
ま
た
彼
自
身
の
環
境
を
創
り
油
す
も
0
で
あ
る
。
M
ら
に
人
と
環
境 

o'
も

體

權

避

ま

ら

^
へ：ば
免
人
の&

常
■ 

の

佥

體

_

_

の

客

觀

的

表

出

で

 
'

奪

§

に

菩

々

が

人

の

生

活

形

^
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:

'-
务

修

着

が

现
i
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蹲
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生
活
態
度-

^M

齓
ヤ
を
こi
,は
、
、
こ
の
全
體■
造
に
於
い
て
、彼0
個
性
を
理
解
す
る
：こ
：：と
で
ぁ
る
。

-

.

ニ

：

前

節

に

於

い

て

、
'筆

若

は

勞

働

苕

心

理

學

の

：對

象

と

こ

の

對

象

に

關

す

る

環

境

心

g

a
的

考

察

|

|

こ

れ

が

日

胄

^

活

に

於

け

る

人
 

間

0 ;
現

霞

硏

究

龙

於

.を

と

弘

ふ

意

味

に

於

い

て

、
筆

者

は

ま

た

，
こ

.れ

を

「

生

活

心

理

學

. 0
硏

究

と

も

云

ふ

——

を

簡

單

に

論

述

し

た

。 

そ

し

て

こ

：の

論

述

中

に

旣

迄

吾

々

ぺ

の

塞

本

的

問

斷

が

指

示

せ

ら

れ

て

ゐ

.る

0
:
;で

ぁ
.る

が

、

：更

ら

に

こ

れ

を

簡

單

に

ー

ギ

へ

ば

次

ぎ

の

如

く

.

.

.

.

.

.

. 

• 

. 

.

:

勞

働

者

心

理

擧

は

究

極

各

勞

働

者

、

或

ば

：

1
’

集

團

0

勞

働

考

の

生

淸

の

現

在

環

境

を

人

爲

的

に

調

整

す

：る

こ

と

に

依

つ

'で

、

各

人

の

• 

; 

.

.

: 

.

個
性
€>
圓
滿
な
る
發
達
を
企
圖
す
る
と
^:
^

*

_附
目
的
に
從
ふ
硏
究
が
ら
な
名
。

:'
'
從
つ
て
.現
在
の
.生
活
環
境
が
勞
働
者
各
人
の
.個
性 

に
如
何
な
る
影
響
幺
及'ぼ
す
か
を
明
確
に1-
る
：こ
*:
;
が
必
要
で
鉍
ぞ:0
:
\1>
:
扒
し
こ
の
：問
題
は
單
純
に
ぼ
解
決
：さ
れ
得
な
：い

'"
一
 

に
勞 

;働
者
各
人0:
生
.活
環
境
が
嚴
密
に
は
總

(

で
同
1
"で
は
技
ぐ
ク
且
：つ
そ
ル
が
複
雜
多
蟛
取
る
，瑗
境
諸
因
子
か
ら
成
つ
て
ゐ
警
*
從
つ
て 

A
の
.硏
究
は
勞
働
者
ぬ
坐
活
摄
境
屮
の
：

.

I

定
0
環
境
因
子> 
或
は
多
數
め
環
境
諸
囟
子
の
：

1:

定
の
布
置
狀
態
：た
る
特
定
環
境
の
個
性
に

對

丈

ゲ

影

響

を

：確

證

す

る

、

と

云

ふ

方

法

ビ

採

ら

な

げ

れ

ば

な

ら

な

い

。

し

か

も

こ

の

一

定

^

境

因

子

、

或

は

特

定

環

«

の

瘀

響

は

泠

..
'
- 

>
. 
、
 

.... 

. 

•

''

れ
を
生
活_

中

|

つ
て
ゐ
る
總
て
の勞
I

の
；個
性
に
、
必

ず

し

も
完

的
^
^
^
^
^

人
と
摄
境
0
全
體
權
造
が
：各
人

(

に
於
い
、て
各
ず3
も
商
1
:で
‘は
&
ぐ
す
挺
0.
て
：
ー
殳»
境
因
チ
、
或
は#
胄
瑗
境
の
こ
の
全
體
_
ほ
に 

於
”
て
持
つ
.意
味
に
相
違
が
ぁ
る
と
考
：へ
ね
ば
な
故
な
い
が

^'
で
ぁ
る
。
從0
<:
等

々

は
-—
»
定
環
境
因
子
、.ー
或
は
特
定
環
境
の
：個
性
に

戀上:____________ニー

• 

• 

. 

! 

• 

. 

.. 

. - 

. , , 

- 

.

.

.

. 

.• 

V 

..... 

• 

• 

• 

. 

. 

- 

, 

. 

.

.

.

.

對
す
る
，影#
を
，明
か
に
す
る
た
め
に
-̂

常
に
-̂

人
の
^
境
と
’
の
全
體

る
影
響
-
を̂
適
當
に
奪
慮
ず
^
必
要
が
あ
る
:;
0
第
一.
1に
. ー/
定
:^
環

境

因
 

て 

持
つ
意
味
が^.
な
る
と
^4

:

こ
と
は
、
ン
こ
の
全
體
構
造
の
中
樞
を
な
す
各
汄
沁
制
聰
の
差
異
に
基
づ
く
。

.從
つ
て
一
定
瑗
境
因
子
、
或 

は
將
定
環
境.
各̂
人
.の
個
性
に
對
ず
る
影
響<D
:
相
違
は
、
M
ら
に
各
人
；の
：過
去
の
.生
活
史
的
者
察
に
於
分
る
生
活
心
理
學
的
硏
究
に
依 

つ
て
補
が
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0
:
:
こ
れ
が
勞
働
者
心
理
學
硏
究
に
於
け
る
基
本
的
問
題
で
あ
つ

：
.5
 

及
び
第
1
1>に
補 

足
ざ
れ
终
問
題
を
輕
視
す
る
こ
と
は
、

〗

#
來
の
勞
働#.
.
'心
理
學©)

硏
究
に
於
い
て
屢
之
見b
れ
る
所
で.あ
る
が
、
そ
れ
は
硏
究
を
し
て 

来
だ
充
分
確
實
釔t
の
だ
k
し
か
る
所
以
で
は
な“い
？

.

 ̂

.

.
/;
#
者
は
策
働
者*1
>
:班
學
(0
.
'
.
硏
究
.に
於
け
る
こ
の
菇
本
的
問
題
を
、
次
ぎ
の
如
き
系
紘
'的
硏
究
の
諸
分
野
を
通
じ
て
明
か
に
し
て
行
く 

:̂
.に
':
;
勞
齡
激
心
理
歡
の.全
貌
を
明
か
に
ず
る
こ
と
が
.出
來
石
と
考
へ
る
。
そ
し
て
次
ぎ
に
示
す
硏
究
の
諸
分
野
が
勞
働
衮
心
理
學
の 

體
系
を
_
成
す
る
。
即
ち'
.

•;
'
、
.
(3
)

:勞
働
態
度
.。
i
 

.

■;
.
"(4
)

ベ
勞
働
者p.
個
性
味
謂
類
型？
.
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-
..
ク
、

.

: 

- 

:

,
、
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九 u
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パ
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丸

0

>

次

節

以

下

に

於

い

て

こ

れ

等

め

諸

硏

究

分

姆

办

概

耍

を

傅

へ

V
る

喾

で

あ

る

が

ー

こ

れ

k

先

き

立

づ

て

豫

め

滞

干

の

注

意

を

加

へ

て

匿
 

く

こ

i

が

使

宜

ゼ

あ

，る

ゲ

第

^

の

勞

働

翁

の

生

活

環

境

に

關

す

る

硏

究

は

現

在

環

境

に

關

す

る

も

の

セ

あ

つ

て

、

右

に

述

べ

た

.勞

働

著

心
理
學
の
基
本
的
間
題
ね
前
段
措
を
槽
成
尤
を
。

.ぞ
し
て
こ
れ
仏
特fc
間
題
と
す
る
所
以
は
_
活
環
境
を
棒
成
す
る
諸
因
子
が
茜
だ
複

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•
.

雜
で
：ある
こ
.と
忆
據
る
ギ
變
：
&

勢
敵
替
_
來
活
形
態.及
び
坐
活.
度
に
關
し
て
は
、.旣
に
前
節
中
に
も
觸.れ
て
置
い
た
：の
で
、
此
處 

に
こ
.れ
を
M
り
：返
す
離
要
は
乘
い
が
、
現
»
的

入

間

硏

究

と.1
.
て
0
勞
働
者
心
理
學
の
こ
れ
が
中
心
問
題
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
、
記
憶

し
'て
M
v>

で
歡
き
度
ず
第
一
：一一：の
勞
働
態
度
の
硏
究
を
特
に
擧
げ
た
理
由
は
、
凡
そ
勞
働
者
が

一

一
つ
の
特
定
坐
活l i
i t

の
裡
に
坐
活し
、

• 

.

.

.

.

.

. 

.

即
ち
經
營
環
境
、と
經
營
外
の
瑷
境

.<?
:
>に
於
^
て
翁
業
火
矣
し̂

の
.坐
活
¥

1
般
_

#
人
と
し
で
；の
生
活

人

と

し
て
の
坐
活
が
文
化
的
ル
他
の
階
級
の
か
か
が

6
«

別
以
て
特
に.重
要
興
せ
：ら
：れ
る
^

:い
4
に
あ
.る
。
：

〈

驻
ー5

第

四
の
勞

働

孝

:(0
個

性

0 -
説

類

1

^

存

の

第

ー

ー

：
及

％

第

コ

1
.に

旅

げ

る

生

洁

態

度

の

硏

究

の

理

論

的

歸

結

で

あ

り

、

且

つ

.實

踐

的

問

題

と

關

聯

し

て

特

に

重

要

視

さ

れ

ね

的

な

ら

な

^

も
び
で
あ
る
。

M

後

の

環

■

の

調

擊

に

關

し

て

は

ぞ

：が

重

紙

性

i

更

め

て

指

摘

：ず

る

ま

で

も

が

か

ら

^'
。

;
. 

s
n

v

 

s

o ;
.
觀

な

呢

に

就

い

て

云

べ

ば

，

t

般

に

各

特

殊

應

用

心

i

學

は

特

殊

文

化

齓

域

。

於

い

て

谷

I
成

立

す

べ

き

も

の

で

あ

る

。

特

殊

の
 

:
:
,

「

：'文

化

領

域

ば

^ .
方

梵

忧

過

务

：の
；文

化

的

活

励

ゃ

柯

瘇

^

し

，て

2

ぐ

:,
:味

こ

れ

と

關

聯

す

る

特

定

入

の

^

化

的

活

1 |
'と

.か

ら

な

：
る

。̂

處

で

^

應

用

心1 !
學

の

尚

題

灶

'(
1
)こ
：め

特

定

^1
八

に

關

す

る

生

^

心

理

學

で

あ
 

.V 

'

 
,ま

を

(2
)
特

殊

文

化

的

所

塵

の

-
股

社

會

人

>
 
或

は

特

萣

八

に

對

す

る
：

環

境

心

理

學

的

硏

究

を

含

む

、
：と

考

，
へ

て.い

、
。

し

か

し

特

定

個

人
 

の

文

化

的

活

励

が

塔

ら

人

に

向

.け

ら

れ

て

ゐ

る

か

、

;-
-
?
:の

活

動

：の

對

象

が

物

に

;#
す

：る

：か

ば

從

つ

て

、

各

躐

)1
-
]心

.理

舉

に

於

け

る

右

の

ニ

つ

の
 

パ
問
題
の
孰
れ
か
夂
ょ
り
重
驳
な
も
の
と
な
る

^

例

べ

ぼ

鏤

修

活

励

へ

經

濟

活

動

の

如

き

は

生

と

し

て

活

胁

對

象

が

物

に

存

ず

る

が

故

に

、

_

術

.

.

il
v

ai
學

、

_雜

濟

办

现

學

一
^
-

勞

働

者

心

理

學

は

ぞ

の

.重

雜

な

^

^
 

問

題

と

し

：て

藝

術

家

の

虫

活
 

w

v'
3

:心

.理

學

が

^

こ

れ

に

 

對

し

て

教

育

心

理

學

ン

宗

敎

心

：理

舉

_

に

於

：いV

は

署

家

、

.

_

證

 

1

.
あ

る

信

仰

者

、
被

敎

育

者

特

に

兒

童

に

對

す

る

[2
)

の

問

題

が

ょ

り

重

驳

な

も

が

ど

せ

ら

れ

る

。

.

.そ

.し

て

こ

れ

等

總

て

の

應

用

心

理

學

を

通

じ

て

、

 ̂

'晚
に

爾

要

視

せ

k

れ

る

i

題

：は

特

殊

か

免

化

^

^
に
：對

ず

る

人

、の

^

的

態

度

Q
間

題

で

あ
る
0.
.
即

ち

.、

敎

育

仏

33
|
!學
に

あ

っ

て

は

被

敎

育

若
 

ハ

.V
'

と

し

て

の

兕

宴

の

報

習

斷

於

評

嘗

亂

0:
敎

营

_

度

の

，問

_

と

典

に

_

要

視

也

^

れ

、
。
宗

敫

心

规

學

：に

あ

'っ

て

ば

信

仰

の

'態

度

が

、

藝

術

心

理
 

■•
■,一'

^
に

^ ^
ヴ

て

鐘

霞

^

創

作

藤

度

於

脊

夂

窠

耍

視

ぜ

ら

れ

—

こ̂

卷

間

樣

に

じ

尤

勞

働

憲

理

學

^

务

 

っ

の

取

耍
 

‘

問

題

を

稱

成

す

る

。

そ

し

て

從

來

符

應

用

心

理

舉

に

於

ぃ

て

こ

れ

螃

の

特

殊

文

化

的

生

银

態

度

が

輿

ら

寓

要

視

せ

ら

れ

る

の

は

、

文

化

的

意

義
 

,

.

1
に

於

け

る

個

牲

が

: #
展

を

企

：阔

す

名

應

用

心

理

摩

欠

於

：
い

て

甘

、

.
誠

- ^
當

激

：で

あ

る

と
凌

は

な

け

れ

铽

な

ら

な

い
。

し

か
し
此

靡

に

序

に

注

意
 

'.
.
.
•
し

て

菌

く

べ

き

こ

：と

は

、
：
第
ー
1
に

應

用

心

理

學

の

寶

踐

的

目

的

は

--
*
.般

に

個

性

の

發

展

に

知

づ

て

、

^
^

る
個
性
に
限
ら
れ
べ
き
で
は
だ
く
ま
た
第
二
に
理
論
的
に
云
っ
て
も
特
殊
生
活
態
度
の

pH
題
を
明
か
に
ず
る
た
ふ
に
は
、

r

般
に
個
性
の
稱 

造
を
金
腊
的
に̂

す̂
る
こ
と
加
ら
始̂
な
呔
き
な
ら
が
い
も
い
ぶ
點
ぞ
あ
る
。
か
く
し
て
晋
、々

0:
勞
働
者
心
理
學
に.あ

づ
.̂
は
，
筆
潸
は 

K::

パf

先
づ
勞
馨
の̂

活
形
藤
|

坐

活

態

度

、
の

.：硏
究
：に
於.ぃ
、.て
勞
働
者
の
個
性
を
釜
體
：的
淞
理
解
し

-\
然
.る
後
亿
艄
殊
钜
活
態
度
と
し
て
め
勞
攀 

、く 

:;:

態
庇
め
間
題
を
提
起
す
る
：こ
：と
が
妥
當
で
海
る
と

：
へ̂
，
.る
0

:
:へ：，

y
、
'
,
,
,
.
'

)

.
'
,
'
■
■
; 

'
: 

へ
：

：.
.

勞
働
者
各
人0
坐
活
辕
境
を
そ
の
瑰
莅
は
素
ょ
り
過
去
に
渡
っ
て
，こ

.れ
を
明
か
に
す
る
こ
ふ.は
.、.勞
働
奢
心
理
：學
硏
究
の
：.前
段
措
を

、
 

1

- 

■ 

. 

• 

-
V 

.
-

な
^
タ
：：そ
む
：て.此
處
で
は.堪
ら
勞
働
者
の
生
活
の
現
拒
環
境
を
間
題
士

^
名
。
し
か
し
そ
れ
は
：過
去
環
境
の
影
響
を
輕
視
す
る
こ
と
を 

勞
働
者
^
理
；學.の.體

讓
_
 . 

:

'
-
: 

'
ご
.

,

九
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心
：理
學0
.體
系
槪
觀
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:
'
.
'
. 

.

.

. 

, 

.

.
，
.
.
.
.
.

筆
當
呔
先
き
咬
勞
働
者0
生
活
環
境
の
：硏
究
：を
勞
働
者
心
_
學
體
系
の'第

-
に
擧
げ
た
理
由
と
し
て
、
：
生
活
^

^
が
複
雜
多
岐
で
：あ 

る
と
と
を
附
：言
し
た0
?し
か
し
そ
れ
は
晃
ら
に
補
足
し
セ
次
ぎ
の
如
く
一
其
は
る
べ
き
で
あ
る

0
:吾
々
が
勞
働
窘
の
.生
活
環
境
を
先
づ
一 

舷
的
に
間
題
と
す.る
.で
去
埤
勞
働
者
心
理
學
：の
.個
別
的
、.
.具
體
的
硏
究
に.對
す
るS

究
嚮
導
的
意
義
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
。
藍
し
勞 

働
者
の
生
活
摄
境
を
あ
れ
自
體
梁
に
'す
る
と
去
は
全
：く
無
意
_
で
あ
ヵ
>)

且
0
勞
働
|
^
:人

';
^
生

活

環

境

は

嚴

密

|?
:
は

總

て

の

個

人 

を

通
^
て
^
體
的
に
同
一

1'.
で
は
なS

。：

そ
じ
皮
と
のi
.
. 

A

て
，
吾
々
は
佩
ダ
の
具
體
的
硏
究
に
於
い
て
％

働
者
各
人
の
生
活
環
境
ぢ
現
實
的
に
明
が

£
し
な
け
れ
ば
な.ら
な
い
。
；
し
か
し
各
人
の 

生
活
環
境
ホ
複
雜
多
岭
で
：あ
る
が
故
に

-
個
々
の
具
體
的
硏
究
に
於
.け
る
坐
活
環
歡
，の
：鮮
明
k
遺
漏
な
か
ら
し
め
、
そ

4

硏
究
を
充
分 

な
ら
し
妁
る
た
め'に
豫
め」

般
的
に
こ
れ
を
提
示
し
て
置
：く
こ

.七

巧

多

少

の

；意
義
を
持
つ
£
と
.
\な
る
0

'

•

'

,

.

 

.

•
 

.

.

.

.

.

.

 

V 

. 

.

.

. 

• 

.
• 

- 

 ̂

.

.

.

. 

. 

• 

-

.

•

:

.旣
ぬ
か
ぐ
の
如
；ぐ
、

)

^
に
碗
究
嚮
導
的
意_
広
於
い
で
勞
働
者
の
生
：活
環
填
を
豫
め
ニ
へ
般
的
ぬ
明
か

.に
：し
や
ぅ
.と
す
る
金
圖
か
ら
沄

つ
て
、-.
:そ
れ
が
專
ら
現
在
の.坐
活
環
境
に
娘
レ
作
ゲ
こ
、と
が
望
ま
し
い

;0
.そ
し
て
勞
働
者
各
人
の
過
去
の
生
活
環
境
に
就
い
.て
は
現
在

•:
. 

ン 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.'

環
境
に
關
す
る
吾
々
の1:般
的
所
見
が
多
少«>
'
示
唆
を
與
へ
る
。
し
：が
：し
勞
働
者
务
人
の
：過
去
の
坐
活

 

て
、

こ
の

. 

.
,
 

- 

• . 

. 

- 

• 

, 

- 

-
1
、 

' 

»• 

,
.

••

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

r 

• 

. 

，
 

，
 

•

多

種

多

様

逢

去

の

生

活

に

於

げ

蠡
■
多
岐
な
.る

環

境

證
f

そa
i

- 

-
•
. 

• /
 

. 

•< .

導
的
な
意_

そ

遙

か

に

超

：
へ
，
た

も

：
の
：
：
で

|>
.
る

。;:
,
'
ぅ
 

へ

：.-
-

」

： 

右
.の
如
1
:理
财
に
從
っ
て
，菩
々
は
左
に
專
^
勞
卿
者
の
生
活
：の1&
在
環
境
を.ー,般
的
に
：問
題
と
す
る
々
し
か
し
倚
ほ
譲
#

の
注
意
を

求
め
て
置
く
必
要
の
あ
る
：の
は
"
次
ぎ
の
.吾
々
.：0
所
論
は
大
體
エ
場
勞
慟
者
0
生
活
環
警
豫
定
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
り
、
從
つ
て
特 

殊
勞
働
者
の
生
活
瑗
境
が
と
れ
か
ら
多
少
の
程
度
ー
に
於
い
て
推
卿
し
巧
减
は
ぞ
办
所
論
ぬ
ー

^

が
あ
る
と
：い
：ふ
點'で
あ
、る"
し
'か
も
：こ

れ

は

素

よ

げ

當

然

重
K

且
か
羧
響
く
の
問
題
に
於
い
て
、

：

今日吾々
が先
 

ヴ
エ
場
勞
働
者
に
就
い
て
考
へ
る
：こ
と
は

1
'
_に
廉
さ
る.べ
き
£'
''
^
で
あ
る
0 

‘從
來
坐
活
瑗
境
の
分
類
と
し
で
ば
最
も
普
通
忙
は

''
:-
1
然

的
-'
文
化
的
、
人
間
的
環
境
の
ー
ー
1分
類
法
が
存
す
る
と§

 

\

o

l
 

佴
し
と
0
內
文
化
的
並
祐
人
間
的
環
境
_に

就
:^
て
は
，
そ
の.各
々
に
分
類
さ
れ
：る
個
タ
の
環
^
因
,
に
關
し
て
諸
家
の
見
解
に
多
少
の 

相
鐵
が
あ
る
ゃ1

:そ
じ
て
こ
の
三
分
類
法
は
吾
々
の
場
合
に
も
全
く

-:
«

_
な

し

七
.1
.

い̂
.の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
餘
り
に
一
般
的
な 

_

.
で
あ
つ
セ’
特
殊
_

心
现
學
的
硏
究
セ
；：あ

る

廣

響
.心
理
學
の
树
豫
に#

^

實
的
な
環
竟
分
類
を
行
ふ
必
要
があ
る
。
既

に

霧

れ

ャ'ね
る
^

姦

非

議

的
_

 

m 

l

fれ
て
ゐ
， 

?

|

は 

「

作
業
瑗
境.

」

と「

生
洁
_
境

备

謂
.ひ
、
更

层
>
‘
/畕

&

々
楗「

直
接
的(

職
業
的)

環
_

と
:-
|間
接
的(

非
職
策
的)

環
境」

と
を
區
別

し
て
ゐ
るo
.先
づ
吾
々
：は
匕
れ
等
の
莧
解
に
ー
對
じ
て
，ぃ
そ
の
名
稱
士
內
容
め
部
卿
は
暫
ら
く

^

ら
故
い
タ
藎
レ
勞
働
者
は
^
般
.に
考
の
日
常
の
生
活
に
於
い
て
勞
働
の
、
即
ち
職
業
的
坐
消
と
非
職
業
的
生
活
と
を
繰
り
返
し
潜
ん

.で

.

ー
ゐ
を
か
，
^

で

多

る 

P 

>

■'
;

.

:

'

-
へ
.

::: 
.

 .

 .

.

:V
;J
:':'-
.

,

.

,

.

■■
',

— 

v
;

l>
が
し
右
S

げ
た
諸
家
の
見
解
に
於
い

H

は
，
，
そ9:

名
稱
_.

に
全
§

，

勞
働
者
心
理
學
の
體
.系
槪
觀..
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勞
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心
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體
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觀
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が
.あ
：るd
;例

^

^
は
右
■
5

;
の
環
镜
の
外
に
、
.別
忙

勞
撤
紐
合.を
擧
げ
.て
、.こ
れ
等
の
勞
働
者
各
人
に
對
す
名
集
團
心
理
的
影
響
を
重
要
視
し
，や
ぅ

.と
し
て
ゐ.る
？
し 

で
购
尨
ら
し
：め
る
确
か
ら
ば
，
：；

.?
:
れ
等
は
寧
ろ
彼
の_
ぶ
社
會
的
環
境
中
：に
.含
ま
.る
^
き
も
0
で
あ
：6>
ぅ

ド

•
マ
‘ン
，,±
^
自 

身
の
沁
规
學
的
見
解
に
於
い
て
：、
：へ
皮
應
主
觀
と
：擐
境
：と

0
關

係

繁

勞

働

者

：の
精
神
生
，活
を
理

.解
し
や
ぅ
と
す
量
の
で
あ
つ
て
、
し 

か
％
彼
0
謂
ふ
反
«
生
觀
^
は
：素
質4
し
，て.考
.へ
ら
れ
-'
:そ

ね

素

質-^
汾

っ

允

會

的

に

苹

均

的

、
，&

常

的

侦

性
)

今

(^
)

文

化

的

遺

傳

的

素

::
1

歷

史

的

素

質

)
—

宗

敎

的

信

戮

.社

會

的

、
'
義

務

的

感

情

減

利

平

等
 

0

|

|

と

し

て

為

石

/:
:6

ル

か

し

香

々

^

彼

の

«

ふ

素

質

中

_

に

歷

欢

的

素

|

が

邋

傳

^

^

^

於

い

て

理

解

せ

ら

れ

る

か

否

か

ノ
 

に
f

孟

画

だ

疑

問

で

: ?
>
名

0

»
蕃

素

質

は

素

質

で

論

な

く

“し

て

灣

名

環

境

：心

理

寧

的

精

神

規

象

と

見

做

$

^

 ̂

る

。 

妒

ウ

糸

マ

：
ン
；
は

こ

6

_

解

，
の̂

め

ヒ

彼

め

瑗, «
分

類

中

霁

こ‘，れ

に

特

に

關

聯

す

る

生

满

«

境

を

全

く

除

 

レ 

个

及

び

ド

ウ

，

マン
：.

9

1解
.、
に

麻

ず

札

铽

デ

：
フ

：

.ィ
'
ッ
^

-
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理
學 
_

勞

働

の

讓
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"
錄
 

'

.

"
へ

：
：

'

ノ
：
：

.1

て

：社
會
學
的
。
勞
働
办
_
制
'-
'

;
'.

:
'':
;
'

1
,
グ
_

間
的
、.
.或
.ば
地
理̂

:

居
|

蕺
に
往
宅
“

 

.

泣
間
接
.的
環
境
一
ァ:-
嘗

學

的

，
或
沿̂
^
^ ̂

'

$

職
業
的)

3

.精
神
^

或
は
歷
臾
的
、
文
化
的
：。
文
化
的
諸

g

容
、
政

治

的

觀

念

、

リ
'
バ;'
-
-'
'
'.'
;勞
働
階
級
及
ぴ
集
團
ど
全
國
民
办
世
思
觀

^

，勞
働
者
の
生
活
環
境
一

-

右
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
，
1
Q
.見
解
に
對
し
て
も
筆
者
は
尙
ほ
多
少
の
疑
問
を
持
っ
て
ゐ
る
。
第
一
に
彼
は

一

一.っ
の
^
境
を
直
接
的
、
間
接 

的
と
呼
ん
で
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
.少
く
と
も
不
適
當
で
あ
る
。
菩
>
が
若
し
勞
働
態
度
を
の
み
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、

一
見
か
く
の
如
く

■呼
ぶ
こ
と
が
適
當0
や
.ぅ
に
思
は
れ
る
が
、
そ
れ
は
環
境
影
響
中
單
に
開
發

_
肋
^
制
約
作
用
と
に
關
し
て
の
み
安
當
す
る
。
そ
し
て

‘
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.

.

.

.

.
'

. 

-
■'
.
, 

- 

.

ンr
o;
重
：要
な
形
成
作
用
に
就
^
て
は
吾
.々
は
直
ち
に
か
く
は
斷
定
し
得
な
：い
の
で
あ
る
。
即
ち
勞
働
者
各
人
の
個
性
、
從
っ
て
ま
た
特 

.殊
坐
活
態
庞
と
し<
の
勞
働
態
度
が
職
業
的
環
境
か
：ら
直

1

な
影
響
を
受
け
、
非
職
業
的
瑗
境
が
ら
間
揆
の
影
響
を
蒙
る
と
斷
定
す 

る
S
と
は
少
く
と
も
危
險.で
：あ.：る
；。
況
ん.や
吾
々
の
間
題■が
單
.に
勞
働
態
度

Q

硏
究
に
.限
ら
れ
ず
、一

般
に
勞
働
菪0
個
性
を
明
か
に

す
る
：に#
る
.と
す
れ
：ば
、
彼0
.如
ぐ
呼
ぶ「

こ
'と
の
不
適
當
な.る
こ
と
呔
更
ら
に
明
か
で
あ
ら
ぅ
。

. 

. 

■ 

■ 

: 

■ 

■ 

.

.

.

.

.

. 

■ 

■ 

^

第
二
に
フ
ィ
，
シ
ャ.
1味
乇
の
.環
境
分
類
中
几3
:
.に
顧
念
的
な
も
の
を
擧
げ
て
ゐ
，る

0 

:
こ
れ
と
同
樣
の
；こ_と
は
、
例
へ
ば
あ
る
工
場

. 

> 

.,

"に
、
或
.は
そ
(0
的
の
あ
る
職
場'に
は
特
異
の
：氣

風K

f
ぼ」

.が
あ
：り
、
特
殊
の.精
神
的
雰
圍
氣
：が
あ
っ
て

 

> 
こ
れ
が
其
處
に
働
く
勞
働

へ
者
各
人
に
精
神
的
に.影
響
す
る
土
い
ふ
こ
：

.と
が
'
土
：場
の|
1
家̂
ぬ
依
.っ
て
：、"ま
：た
最
近
，で
ぼ
應
用
心
：璉
學
煮
に
傲
っ
て
認
ら
れ
で
ゐ

- 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

•

.'
'
'る
チ
'じ
か
し
.如
く
の
如
皂
觀
念
的
が
も
.の
>

#在
.を

を

替

體

に

考”へ
へ
る
と
ど
は
、
孽
か
形
而
上
學
的
で
お
：る
と
い
ふ
非
難
を
免
れ
改 

ぐ
い
。
寒
々
：、は
人
を
離
れ

V
.

が
く
の
如
き
集
團
意
識
の
#
.在
を
認
^
べ
孝
で
：は
な
く
そ
れ
を
各
人
0
侗
性
の
禅 

俄
じ
な
げ
れ
ば
：な
ら.な
.い
：0
.
.
か
く
.て
.か
く
：の
如
ぎ
觀
念
的
敖
.も
^
を
環
境
因
乎
：ど1.
.七
羲
げ
る
こ.と
は
、
#

:い
.所
で
.あ

る
.'
0

.'
*,'
'

:

.

'

:
;.
.:.:;
.‘

,:
:
:蚁

上
0:
如
く
勞
働
者'の
生
活
環
境0
分
類
に
!1
し
で
ぼ
諸
家
の'見
解
に
你
ほ
多
少0
欠
點
ば
あ
冬
が
、
太

體

職

業

的

證

：と
非
職
業
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•

•

•
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y

.

-

パ

.
#働
#
心
勢
學.：の
#
系
樹
觀
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ら
な
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o
.
し
か
し
你
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少
し
く
こ
れ
等
の
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解
を
見
る
と
、
そ
の
：非
職
翁
的
環
境
中
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• 
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に」
は
1
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つ
の
.區
別
す
べ
き
も€>
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含
金
作
て
ゐ
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。
：
即
ち
ゥ
ォ
ル
ト
は
そ

o
社
會
；

g

環
境
中
に
國
家
：を
擧
げ
て
ゐ
る
が
、

j

般
に
.

I

國

の
.政
治
、'經
濟
狀
^

—

ゥ
ゃ
ル
ト
ぼ
ま
总
务
の
經
#
的

雲

啉
^:
社
¥
<0
;
_
濟
組
織
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ゐ
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。
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队

势
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.

境
中
に
考
歡
ざ.る
'べ
ぎ
も
0
;で
あ
；る_
_
.と
い
ふ
が
如
き
：は
、

「

非
職
業
的
環
境
中
の
他
；の
、も
の

，‘
> 助
ち
！$

^

ぬ̂
§;
由
時
間
0
消
費
に「 

.菌

ず

る

瓌

境_
因
书
4
適
當
，に«
別

昏

ベ

き

で.あ
：る
0
ー'
:ぞ
し
て
蒙
は
寧
ろ
社#.
學
的
：に
は
ダ̂「

國
の
：政
治
、.經
濟
狀
態
に
闕
：
 

す
る
も
'の
怒
別
に
分
類
し
て

「
.
|舣
的
社
會
的
生
活
環
境

」

i
l>
H
>、
：fe
れ
を
職
業
的
環
境
と
非
獲
的
^

gfc
對
列
す
る
こ
と
：が.遙
が
：
 

に
適
當
で
あ
る
：と
考
べ
冬
。
へ
か
ぐ
て
筆
者
ば
勞
敏

.者

：
の

生

；
活

環

境

奮

'一
分
し
、

經
營
環
境
フ
或.は

勞

働

坐

籩

境

(

職
業
的
坐
活
環
境

>

ギ
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文
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生
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摄
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參
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:
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へ
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•
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勞
働
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生
活
環
境
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' 理
'
■
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.
的
'

自

然

科

，
學

.
的
八

(2)
身
ハへ

體
! ..'

的

▲勞
.働
生
活
環
境-

':

驗

變

施

i
)
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一、
溫
度
、
濕
度
，
塵
埃
、
臭
氣
、
騷
音
、
換
氣
、
照
明 

,ニ
.、
機
铖
见
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»
與
の
種
類
、
そ«0
.
配
置
の
狀
態

.

彐
、
作
業
對
象
物
の
蚀
質
及
び
種
類

五
、
空
間
的
條
件
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a
D

作
業
場
：の
廣
さ

k

三)

屋
內
か
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屋
外
か
、
地
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か

:
r

s
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狀

態

議

醫

鼷

I

f
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o一〕

作
業
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生
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的
難
易.
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C

5主
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動
作
器
管

C
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機
械
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H
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働
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勾

豊

勺
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業
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五〕

單
純
な
繰
返
し
作
業
か：
；
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姿
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業
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業
か
、
椅
子
を
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ひ
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疲
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程
度
： 

k
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服

裝
'

.

•
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傭
在
、
咻
養
譲̂
醫
務
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、
休
養
室
、
病
院

)
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一
、
食
堂
、
休

孳

麝

，.
0書

麗

室
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'運
動
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三
、
各
糙
越
味
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1
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運
動
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す
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組
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と
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行
寒 
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買
It
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濟
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勞

働

卷

心

理

擧
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系
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6

殘
業
、
休
日
制

)

、
交
替
制

(

午
前
、
午•後
、
畫,

S
2、
社
會
科
學
：的
一

1

家
庭
生
活
環
境
八

' 1
1,.、

勞
働
陳
間

C

休
憩
時
間

,
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--:::
;
.
.
告
 

ニ
、
賃

銀

形

態
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⑶

勞
.靡

、f

件
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四
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1

屌
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間
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'
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退

職

手
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へ
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圃
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交̂-
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一
一..、
_典

働

勞

働

若
.の
.性

別':
'
>
齡̂
別
觀
成
と
.‘そ
：
の.全
人* :
.
數 

'

:
 
く

M

各
自
所
屬
作
人
員
數
と
そ
の
性
別
、
.年
齡
別
講
成 

'•
，
.四
、
作
槳
上
の
地
位

c

獨
■

か
，
從

麗

か>
:.
:

⑶
社

會

的

關

係,
五
、
監

督

の

制

度

U

六
'

A役
、
：
雇
生

g

對
す
る
關
係 

.七
V
教
育
施
鼠
運
肋
の
狀
態

V
'

V

~
八
、
儀

3:
の
迪
所
，
所
屬
龃
合.
>

■
 

. 

ノ
九
、
：經
鹭
の
大
さ
：

C

經
營
の
人
賢0:
ぺ

.-

S.::

配
偶
關
係

(

年
齡)

. 

,

(2
)

子
供
及
家
族
數
、
：同
居
人
數
：

：

.

：

：
"
..
'

:

:.

(3
)

家
族
の
健
康
狀
態

(4
)

家族
の警
程度
...：
：

.

(5
)

所
得
總
額
及
び
そ
の
源
摄
■

'
 

;

.

H
文
化
的
坐
活
環
境

(8)

住

居

⑴

設社 
會 
政 

:策 
的 
施

コ股 
的
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. . .會 
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：生 
•活
■環
：；境

(6
)
.
.家
窜
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得
あ
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奢
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得
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そ
.0
.職
第
--
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-
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く
：
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農

H
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一
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街
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借

家

、
舍

宅
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間

借

り
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他 

四

、

往
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廣
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諸

施

乾

.
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'
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職
業
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呛
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勿
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業
紹
分
者
：

.
ニ
、
社

會

事

業
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諸

施
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簡

易

食

堂

、

公

益

質

屋
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0
;.
:
'
一
一

(

1
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敎
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、
、
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務
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敎
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黨
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最

後

に

右

の

環

境

分

類

^

關

し

て

'
:
1备

ロ

附

加

し

そ

谭

き

度

.い

タ

勞

働

紫

0

坐
：浒

環

境

<2
>

分

類

に

關

ず

る

右

0

私

見

は

素

ょ

り

單

に

勞

働
 

敦

の

坐

歡

激

境

5 :
'

權

成
^ ;
る

，と

满

.へ
^ .
^

^ '
客

齡

昨

諸

因

子

を

多

少

#I

然

と

排

列

し

た

に

過

ぎ

な

い

も

の

??
$>
:
る

。

し

か

し

元

來

吾

 々

が

此

處

に

企

圖

す

る

環

境

分

類

が

-

各

擐

境

因

チ

或

泣

勝

定

環

境

、の

赛

磡

者

の

_

寒

に

對

レ

，
て
.持

.つ

意

_

が

多

少

と

：も

明

か

に

せ

ら

1
 

た

後

に

、

#

慮

せ

ら

れ

る

こ

と

が

遙

か

に

望

ま

し

い

o

し

か

も

今

日

ま

で

の

.勞

働

諸

心

理

.學

の

：
硏

究

の

發
»

に

於

：い

て

は

、

未

だ

充

分
 

こ

の

こ

と

を

期

待

し

得

な

い

の

で

あ

つ

て

、

現

往

吾

々

は

單

に

右

の

如

き

分

類

を

以

つ

て

尙

ほ

多

.少

の

研

究

嚮

導

的

意

義

を

持

つ

も

の
 

と

し

て

滿

足

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

,0
.

'
。
.ぶ

'

m
 

へ

■'
: 

.
ぼ

'

.'

.，
ぐ
.

-.
:
. 

.

•

努

傲

者

の

坐

活

形

態

及

び

そ

の

坐

活

應

度

に

關

す

る

環

境

心

理

學

的

着

義

.に

就

.い

そ

は

魏

に

述

.ベ

た

所

で

あ

る

が

、

禅

び

此

處

に

別
 

の

言

葉

を

以

つ

て

こ

れ

を

袞

へ

ば

、

坐

活

形

態

迄

於

い

て

菩

々

は

各

人

の

個

性

.

6

胃

々

が

る

®

を

^

の
，進

^

だ

即

し

て

，現

實

的

に

こ

れ
 

を

認

識

す

る

こ

.̂
1

目

的

と

し

、

こ

れ

に

對

し

て

生

滞

態

度

に

於

い

.て

.吾

々

は

；各

人

‘の
.個

性

£>
'こ

©
'種

々

な

る

商

の

可

能

的

、

铳

一
；勺 

素

挪

を

明

に

せ

ん

と

す

る

。

そ

し

て

筆

#

は

先

.
t
に

生

活

形

態

と

.生

活

態

度

.の

理

論

的

區

別

に

附

加

し

て

，

實

踐

的

意

義

に

於

い

て

も

亦
こ
の
區
別
の
窜
；要
.で
あ
る
こ

と

を

指
摘
し
て置
い

た
0

そ

れ

は

.
一
言
に
し
て
茇
へ
：
ば

、

生
活
形
態
の
問
題
に'於
い

て
吾

は々

勞

働

者

.

.

. 

. 

•

の

生

活

の

個

々

の

部

丽

を

現

實

，に

問

題

と

す

る

こ

と

が

出

來

'
 
坐
.活

熊

度

の

：理

解

に

從

つ

て

彼

等

の

生

活

問

題

の

全

般

的

素

地

を

問

題
 

と

す

る

こ

と

が

出

來

る

o

そ

し

て

吾

々

の

こ

れ

等

，の
.問

題

は

所

謂

勞

働

者

問

&

の
.心

理

.學

的

側

}

i

を

な

し

て

ゐ

る

0

從

來

屢

々

「

勞

働
 

者

問

題

は

單

に

胃

の

腑

の

問

題

，で

は

な

い

し

ミ

异

は

れ

る

が

、
.
正
.し

く

.は

勞

働

者

問

題

が

：經

濟

的

問

題

で

ぁ

る

と

同

時

に

心

理

學

的

閲

題
：で
あ
る
と
：云
は
ね
ば
な
ら
.な
い
。
.過
去
に
於
い
：：て
心
理
學
は
現
實
的
人
間
理
解
の
方
法
を
全
く
等
閑
に
附
し
、
心
理
學
者
の
多
く
は 

現
實
に
人
間
を
理
解
す
：る
方
法
を
知
ら
：な
か
つ
た
。
勞
働
者
問

:0
.が
物
質
の.'問
題
で
あ
る
と
同
時
に
人
間
の
間
題
，で
あ
る
以
上
、
心
理 

m
者
は
彼
に
許
さ
れ
た
方
法
に
從
つ
て
人
間
の
問
題
と
し
て
勞
働
者
問
題

.に
近
：づ.か
ね
ば
な
ら
な
い
。

M
ち
に
筆
者
は
先
き
に
一
般
に
坐
活
態
：度
と
生
活
形
態
の
區
別
が
從
來
充
分
明
か
に
さ
れ

て

ゐ

な

いこ
と
を
指
摘
し
て
置
い
た
が
、

.

.

.

 

1

こ
れ
を
具
體
的
な
：
一
.例
に
就
い
，て.此
處
'に
示
し
て
置
く
：の
も
決
し
て
無
意
義
で
は
な
か
ら
ぅ
。
先
年

「

燠
國
經
濟
心.
.理
學
研
究
所

」

の
手 

.に
於
5
,て
> :

ゥ
年
V
に
近
；

S

一
 

小
エ
業
都
市

「

，マ
リ
千
ン
タ
ー
ル
の
失
業
者

」

に
關
す
る
甚
だ
'愼
運
に
し
て
、
且
つ
吾
々
の
範
と
す
べ
き 

勞
働
者
心
规
學
的
：硏
究
が
：

§

れ
た
。
そ
し
て
こ0
硏
究
に
於
：い
て'最
初
忙
擧
げ
：ら
れ
た
主
要
問
題
は
次
ぎ

の
如
く
であ
つ
た
。

失

業

，
に

對

す

:

る

態

度
.
.
'

:.
.
l
;
v
失
業
に
對
す
る
最
初
の
反
應
は
何
で
あ
つ
た
か

2
、
各
個
人
は
職
を
見
出.さ
ん
が
た
め
に
如
何
な
る
こ
と
を
爲
し
た
か

 

•

.
3
,、
何
人
が
則
の
處
で
細
を
見
出
；七
、
；
且
つ
如
何
な
る
方
法
を
以
つ
て
そ
れ
を
見
队
し
た
か

一
 

在
-'
'
*..勞
働
览
代
：つ
そ
如
何
な
る
事
が
爲
さ
れ
て
ゐ
る
か
。
例
へ
ば
小
動
物
の
飼
育
，
耕
作

§

偶
i
存
^
る
勞
働
，の
機
會
、
特
に
國
外
移
佳
0
問
題
に
對
す
る
態
度'.
:;

.
:
:
6
、(

行
爲
の
類
型̂

形
相
.
：
' ズ

:
v

:'
尙
ほ
み
々
：：は
如.何
な
：る
針
載
を
有
し
て
ゐ
る
か
9
ま
た
成
人
と*
年
と
'め
間
に
於
け
る
そ
の
相
違
は
如
何
：V

.
• 

. 

■
.

.

.
 

.
/■•
' 

■ 
•
, 

-
.
.
.

勞
俲
渚
必
理
學
め
楹
系
拇
觀
:

:

^
0
^



:
勞
：働
者
心
理'學
.の
：總
系
槪
觀 

3
ハ
凌
た
勞
働
纪
從
事
し
て
ゐ
る
一

も
：：

の
：と
失
業
者
と
の
間
の
そ
れ
ぬ
相
違
は
如
何
，

.
分
づ
社
會
救
濟
事
業
怊
對
す
る
關
係
は
如
何
い

:

'

;

10
、
：
尙
樣
如
何
な
る
餘
計
な
：

c

i

如

爲

：
さ

れ

K

ゐ

る

か
■ 

:

±i
、
失

樂

0
ー
影
響
:;
'
'
_ 

. 

K

^

',
'.
:
.
.
.'
'
A
:
- 

t
:

 

.

. 

K
;
r
.
,
.

ベ
.
''

':一：
::
”
：;;
:
:
'
'

.

-

.

>、
犯
罪
に
：對

す

る

影

響..
;o

,
:
/
4
>
:

失
業
の
：影
響
を
.よ
り
强
く
受
け
て
ゐ
る
も
の
は
、
兒
童
中
歲
あ
の
も
の
で
あ
る
か
、
歳
下

<

.-
:
'
*
-
5
.

、
：#

慟
杧
拽
び.從
事
す
；；る
と
し.て
、
：，そ
の
場
合
の
闲
難
さ
.が

 

-

)

-
e、
政
治
的
對S
が
强
化
さ
れ
：た
か
、
.

(

.或

は

襲
%
ら

れ

冬

に

尊

つ

：
：
て

’ゐ
：
る

か.;
'
:
:
;

:」
:

一

7-
:
、
.宗
敎
校
断
す
も
：態
度
が
如
何
に
變
化
し
て

.ゐ
へ
る.か
へ
：.へ
へ
：
病

;:
:
:
:

: 

.

:

般
的
：な
興
味
の
推
移
が
^
ぬ
現
は
れT
へ
ゐ
る
がy
 

V
:

分
.、
時
間
の
評
價
が
如
何
な
る
變
.化
^
蒙
^
て

も

る

か

：
ヾ

3
 

■ 

- 

. 

*
' 

.

.
10
'
.住
民
相
瓦
<7
)
關
係
が
：如
何
に
變
化
，し
.て
、ゐ

名

か:9
喜
ん
^
他
人
^
抉
助
せ
ん̂

す
名
％

从

11
、
：
：
家
庭
內

に於
：け

：る
家
族
の
も^:
、
間
.の
：關
係
の
.變

化
：：

じ
：

> 

..
、

右
に
_
げ
ら
れ
た
硏
究
填
目
は
總
て
失
業
苕
の

(

あ
た
艇
.
0
家

族

、
，
例

べ

ぼ

兒

&

办)

日
常
坐
活3

^
態
と
.
 ̂

ゐ

，
：
る

？

從

0

て
«

々
：：ゅ
先
づ
こ
れ
等
ヒ
爽
業
者
0
生
括
形
態
と.じて；
理解し、

.へ次ぃ

^

の
部
阀
に
就
い
て
現
赞
：に
鋪
證
0:
-
—
但
七
5
、1
は
副
次
的
辕
境
變
化
の
問
題
で
ぁ
つ
て
、
そ
れ
砍
直
ち
に
失
業
者
の
：個
性
の
問
題
で 

は
な
い
^

彼
#
0;
银
活
態
度̂
於
：い
：で
そ

0
^

活
諸
姿
態
：を
全
而
的
忙
可
能
■に
し
て
、ゐ
る
統
，

「

的
個
性
の
特
質
を
理
解u
、
a
つ
こ 

の
：.

特
節
が
.染
じ
で
失
槳
に
依
る
癀
境
變
化
ひ
影
響
で
ぢ
る
か
否
か

^
問
題
と
し
乾
け
れ
ば
啟
ら
な
ガ
そ
し
て
最
後

^
宪
業
’に
對
す
る
、 

換
言
す
れ
ば̂>
働
の
機
#:
を
新
に
見
出
さ
ぅ
私
す
る
衢
繚
0.
_
度
、
幽
は
卜
失
業
に
對
尤
'る
特
殊
の
^
活
應
度
を
問
題
と
し
て
い
、
？ 

し
か
し
後̂;
.%
'論
ず
る
.ゃ
ぅ
：に
、
ノ
，ー
へ
般
に
佩
別
的
坐
活
態
度
或
は
特
殊
坐
活

I

は
、
：' 
理
論
的
に
は

T

定
環
境
因
子
或
は
.特
免
環
境
に 

對
,̂
.る」

'般
的
歌
§

度
0.
顯
現
で
ぁ
各
丨
と
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
：

o
:か
く
の
如
き
吾
々
の
立
場
加
ら
見
る
と
、
寂
に
承
し
た
失
業
者 

6
裂

1
關
す
る
舶
要
問
題0
提
起
呔
先.づ
生
活
形
態
と
坐
版
態
度
の
區
別
を
明
確
に
し
て
居
ら
ず

>
策
~-
に
特
殊
肜
活
_
度
と
し
て 

の
失
#
に
對
す
る
熊
度
の
問
題
を
充
分
^
ぐ
理
懈
じ
.て
ゐ
なv>
と
^
は
ね
ば
なb
な
.い
：タ
：こ
：の
第
：一：
の
：批
評
點
に
就
：い
て
は
氣
救
て
写 

ふ
必
.要

も

な

い

，
が

、
：
，
第

ニ

：

_の
：：
點

：
に

就

^
で
は
'
树
べ
ば
<
ギ
、
0

:
 

タ
の
生
活
姿
膠
は
妞
何
に
し
て
吾
々
が
其
處
か
ら
失

業
に
對
す
る
簾
度
を
直
狻
璉
解
じ
得
：：る
か
甚
だ
疑
問
：で
ぁ
る

P
:
.
,
か
ぐ
'の
如
き
諸
項_
が
加
へ
が
ル
て
が
る
乙
と
は
、
.
特
殊
生
泥
態
度
の

. 

✓
.

理
解
.を
疑
は
1>
;
か
る
も
0
で
_
る
ど
会
：つ
セ̂

$
 

'「

>
':7
;

,'
.
'
-
'
ニ'.
-
;
:
-;
'
ン
.へ：

> 7

:,
■此
處
宄
先
き
に•
ベ
て
置
：い
た
坐
活
形
態
：と
：生
活
態
度
、
运

:

勞
働
#
心
_
學
の
塍
系
概
觀-
.
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#
働
者
#
理
學
の
.體
寒
槪
觀
 

| 

2
、
 

(
T

五
o
四)

を

加

ぺ

.
置

か

ラ

0
:
-
親

へ

て

舊

•

,

.

;

;

ン

..

ゼ
各
人
呤
印
常
の
各
ネ
の
行
動
夕
即
ち
各
個
別
的
生
活
姿

^
は
、

一
定
の
環
境
因
子
或
は
多
數
の
環
境
諸
因
子
か
ら
鞲
戎
さ
れ
て
ゐ
る 

特
觉
環
境0
影
響
ぬ
卞
に
各
人0
個
性
の
反
：應
；に
：依
つ
.て
成
立
す
る0
:
,
0
の
反
；應
ぬ
於
け
る
個
性
の
能
動
相
を
吾

^̂

度
と
呼
.ぶ
0
そ
1>
-
.て
各
人
の
，總P
(D
.坐
活
姿
態k:
'
於
.い
て
：個.々
に
理
解
せ
ら
れ̂.
個
別
的
生
活
態
度
か&-
、
-
吾

々
が
ー
般
的
生
活
熊
度 

を
理
解
し
得
る
と
ず
，

0:
理
由
は
，
茈
常
な
备
ん
間
の
場
合
に
お
つ
て
ば
人
格
ひ
統

-—
.
が
豫
定
せ
ら
れ
得
る
に
ぁ
る
o)

從
つ
て
理
論b
Ji 

に

薄
'ば
ザ
統
：

1

的
個
性
.が
個
ダ
の
環
境
修
仲'に
對
じ
て
能ft
的
に
働
き
か
げ
ふ
場
合
に
-
:
佩
別
的
生
活
態
度
沢
理
解
せ

ら

，t
、
治
つ 

'て
個
別
的
坐
流
態
度̂

m

E,
般
的
生
讀
怨
度
を
そ
れ
自
體
の
嫌
に
含
ん
で
ゐ
る

通
じ
て
.認
識
ざ
作
得
るP
更

ら

里E
ダ
が
：特
殊
生
活
態
度
と
呼
ぶ
K
o,
は
多
く
：の
場
合
に
若
千

Q
:

個
別
的
坐
活
態
度
の
部
分
的
銃
；一

で

丨 

.ぁ
ク
て
ス
匕.
0腿
ト
ぬ
於
ぃ
ザ
ぞ
れ
ぱ
個
別
的
生
活
態
度
の
荃
體
的
統
ニ
；，.で

ぁ

至 

度
^
依
り
ぞ
貫
か
れ
で
办
：を
と
凫
だ
比
れ

2

^
:̂
-
な
い
？
ぞ̂

て
吾
：々

は
そ0 

活
ぬ
特
殊
の
方{§
1
わ
就
い
て
こ
れ
ぞ
理
解
ず
^

£
き
.に
示
し
た「

ギ
す
エ
^

度
が
を
れ
セ
お
气
ハ
ま£

般

的

に

逢
.̂
の
場
含
0:
勞
爾
の
.熊
度
が
そ̂

で
.ぁ
.る
，

 ̂

' 
.

-:
;
生
活
藤
度
ぼ
右
：ぬ
逾.ベ
た
.や
ぅ
に
、
：個
別
的
生
活
態
敗
、
特
殊
生
活
態
度
、
及
び

' 

1:

般
的
生
活
態
度
と
し
て
認
識
さ
れ
る
チ
そ
し
て 

こ
の
1
1一者
の
關
係
を更
ら

に
_-
.
般

的に
：®

ベ
ば
、
特
鍊
，生
故
態
度
は
若
千
の
個
別
的
生

- ^

態
度
の
部
分
的
統一：
.で
ぁ
つ
て、
前
者
は後
者

 

の
上
位
ぼ
权̂

,1

般
的
生
括
態
歡
は
若
ャ
办
特
殊
缉
活
態
度
、
或

.は
特
.殊
生
；活

態

廒<*
:
;個
別
的
.生
瓿
態
度
の
全
黯
統
ニ
で
あ
つ
て
、

そ
れ
は
特
殊
坐
沽
態
度
の
土
位
，に
あ
る

9
;謂

は

般

的

坐：

活
態
度
を
最
高
位
と
じ
、
'
:
.
個
別
的
生
活
態
度
を
最
卞
位
と
し
'
特
殊
坐
活

態
度
を
そ
：の
承
間
：に
'特
つ
ビ
ラ
：ミ
ヾ
ッ
ド
形

-̂
關
係
の
禅
に
、
三0」

の
：生
活
熊
度
が
考.へ
：も
れ
る

〜

そ
し
で
上
位
の
坐
活
態
度
に
於
け
.る

.

.

.

.

.

-

;
.
.
.
.

.
:
.
:

個
性
的
特
質
ば.常
に
そ
の
下
位
の
生
活
熊
度
0
ょ
り
具
體
的
な
る
姿0
裡
^
纈
現
す
る
。.
.か
<!
て
最
高
位
：に
あ
る

1

般
的
生
活
熊
度
は 

特
殊
生
活
德
度.に
!'
-
:
>
#
殊
坐
活
態
度
は
個
别
的
生
活
熊
度
£

_
現
贫
各
。.從
0
て
土
位
0.
坐
活
態
度
は
そ
の
卞
位&

生

活

熊

度

.
か

ら

歸
 

納
的
控
認
識
ぜ
：ら
れ
得
る
こ
&
は
勿
論
，で
：あ
海
が
ゃ
坐
沿
體
驗
の

_
察
£
於
^
て
？
吾

.々は
常
に
.必
ず
し
も
こ
&
歸
納
的
方
法
に
據
ら 

な
:<
.七
|
次
上
位
0
坐
活
態
度̂

認
識
喷
廣
こ.
雀

が

出

來

名

：
。
：
：

1>
が
:1
;
:吾
：々
.は
こ
0
故
に
.こ
.
'の
歸
納
的
方
法
を
輕
視
し
て
.は
な
ら
な
い 

の
セ
：あ_
て
、
帑
の
：-:
;つ
«>
方
法
に
龄
呔
る

晋
.々
の
.場
合
：に

#

0
坐
活
體
驗
をそ
の

_

々

な

る
客
觀
执
表
現
：を
通
1!
>

H
v>
:
:吾e

の
複
賴
じ
得
る
：程
度
に
條
ヘ
得 

る
私
否
か「

に
：命
ぼ
多
少<7
)

_
問
が
時
に
存
す
る
か
ち
で
ぁ
石
3
以
上
(?
>
如
ぐ
.に
.し
^
上
位
の
生
活
態_度
呔
ぞ
§
1^
依
0

^

り
具
體
的
な
姿
友
捨
象1>
穴
所
.に
：認
識
せ
ら
れ
涔
邊
芬
づ
允
い
、
の
セ
ぁ

'る
が
、*'
'̂
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般
的
生
活
態

• 
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.

.

.

.

.

.
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-

:

度
は
生
活̂

.ー

〈

般
相
に
於
け
る
、
特
殊
生
活
態
度
は
：そ

.0:
'特
殊
相
校
於
け
る\
:#'
6
に
個
別
的
生
活
態
度
は
そ
办
個
別
根
に
於

 ̂

境
に
對
す
右
個
性
の
能
動
相
0

_實
的
認
識
に
か\
る
。
そ
し
て
勞
働
者
心
规
學
は
.

I
そ
の
生
活
態
度
の
.硏
究
に
於
い
て
勞
働
衮
の

I

般
的
生
活
態
度
今
福
殊
生
活
熊
度
と
1>
:
で
ゆ
そ
€>
:
勞
働
熊
度0
硏
究
を
重
要
颳
す
る
％
以
で
れ
る
次

：

.、:;
:;
i;
'

,;
.
.-'
::

• 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

•

理

論

尨

_

の

如

<'
:錄
ぜ
が
和
る
召
般
盼
坐
活
態
處
，
從
.つ
で
：ま
た
特
：殊
坐
活
熊
度
に
關
す
る
生
活
心
：理
聲
的
陬
豳
ば
'
先
き
に
述
べ

.

.

.

.

.

.

. -

.

.

. 

.

.

.

.

.
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‘
更
ん
，に
特̂

生
乱
膨
^-
並
ぬ
個
別
时
坐̂
態
^

に
關
し
て
ぬ
、
菩

々
は
環
樣
に

^
す
る
個
性
の
反
應
趣
程
に
^-
け
る
環
^
の 

作
用
に
起
因̂

る
坐
活
感
情
の
問
題
ー
を
具
體
的
ぬ
取
り
歎
げ
る
こ
と

:̂
出
來
次
0
そ
1>
'
て
；と
0:
亂
題
ぬ
免
際
の.坐
民
陳
題
と
：
^-
て
確
 ̂

に
重
要
&
問
題
^
あ
る
が
、
：，
そ
れ
ば
單
に
附
隨
的
啟
問
題
：に
過

'
,な
_い
の
で
あ
つ
！

j
、

ノ
こ
の
た
め
に
右
の̂
活

心

理

學

の

_

本

的

問

題

が
輕
視
さ
れ
七
：ぼ
な
■

い

 C 
爵

い
::
°
へ
"
；

.
'
':
,

.

.

-

$
 

ぐ
'”：'‘

へ
：
画

時
'
:例
へ
_

抟

3
”：史
|
:
:の
勞
働
澈.の
.愤
緖
生
活
の
；挤
衡.の
如
き
は>
^
^

纏

：̂

2

^

,
义̂
0(

拙
稿
、

(

最
近
の
樂
働̂
心
猫
學
‘の
，5

究
.に

就

い

セ

、
_

、

:'
,
-
^

.個
別
的
坐
活
態
度
杧
依

(

つ
セ
可
能
に
せ
ら
れ
た
個
々
の
坐
沽
姿
態
は
，
心
理
學
的
に
は
查
た
次
ぎ

.0!
,如
ぐ
理
解
せ_ら
^
る

6(

そ

れ

は 

M

に
：環
境
の'開

霜

用

、
：
.即
ち
個
性
の
反
應
に
於
い
て
：成
立
'す

る

-0
第
二
：.にぞ
れ

は

.時

杧

別

的

生

活

態

度

、
に

對

す

る

環

境

の

制

約

作
 

用
が
附
加
さ
れ
た
結
果
で
：あ
る
'0
f

,
て
個
^
の
：.生
沽
姿
態I

.
づ
.環
境
.の
開
發
作
用
と
制
約
作
用

_

..制
約作
用

は
有
ゆ

る

場
合
.に 

踢
，に
存
す
る̂
は
限
ら
な.い
-
—

-̂;'(
0

影
響
を
受
け
た
個
性
の
客
觀
的
表
現
で
あ
る

0
.
:
そ
し
.で
が
 

の

坐 

S

姿
態
が
全.體
と
し
て
各
人
の
生
活
形
態
を
構
成
す
る

o
:
其
處
で
更
ら
に
全
體
と
.し
て
の
坐
活
形

態

に

對

し

て

附
言
す
べ
き
匕
と
は、
. 

?哀
が
部
分
的
に.個
.々
0
環
境
條
件.の

題

捧

用
>
-制
約
作
用
の
影
響
を“示

し

て

.
ゐ
各 

:
:
1
:
宠
環
境
因
チ
の
、
更
ら
：に
過
去
環
境

.の
：そ
れ0
:形
成
作
用
を
現
實
に
示
現
し
で
ゐ
る
こ
と
で
あ
る

0

、

; 

.

尙

ほ

生

活

形

態

に

關

し

て

附

言

し

な

け

办

ば

な

ら

な

い

.こ

と
は
、
.そ
れ
が
各
人
に
就
い
て

そ

，の
總
てQ

坐

活

證

の
理
解
を
必
要
と 

し
な
.い
と
と■で
あ
る
。
.菩

々
が
生
活
の
現
柱
韻
境
と
呼
ぶ
所
の

i
の
は
必
ず
し
も
木
變.の
も
'の
で
は
.な
く
、
ま
た
日
常
生
活
こ
，泠
い
て

吾

々
は
時
に
偶
然的
、

一
時
的
環
境
の
出
現
に
出
會
ふ
o
し
か
し
吾
々
が
生
活
形
態
を
謂
ふ
場
合
に
は
大
體
持
續
的
現
在
環
境
を
前
提 

と
す
る
の
で.办
つ
て
、
從
つ
て
偶
然
的
、

一

時
的
瑗
境
に
勸
應
す
る
個
々
.の
生
活
姿
態
の
理
解
は
坐
活
形
態
の
問
題
に
於
い
て
は
除
外 

さ
れ
.て
ゐ
.る
。

こ
れ
に
對
し.て
生
活
態
度
の
理
解
に
於
い
て
は
吾
々
は
こ
の
偶
然
的
、

ー
時
的
環
境
に
對
す
る
個
々
の
生
活
姿
態
を
見 

逃
し
て
は
な
ら
な
い0
藍
し
一
般
的
坐
活
態
度
、
或
は
ま
た
特
殊
生
活
態
度
に
於
け
る
個
性
的
：特
質
は
時
に
偶
然
の
機
會
に
最
も
明
瞭 

に
示
現
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
，あ
る

;0
.

.

.坐
故
胳
態
並
に
坐
活
態
度
に
關
す
，る
以
上

0
如
き
_
解
に
銮
づ.
5そ

、
吾
々
が
そ
れ
を
理
解
ず
る
勞
働
者
の
日
常
の
生
活
諸
姿
態
は 

如
何
な
る
も
の
で
：あ
る
.
.か
。
晋
'火
が
豫
め
セ
れ
を
示
し
て
置
く
こ
と
は
具
體
的
、
個
別
的
硏
究
を
導
く
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る

。

_
 

者
は
先
き
に
：述
べ
衣
や
ぅ
に
、
勞
働
者
の
生
活
が
勞
働
の
坐
活
と
自
由
時
間
の
.坐
活
に

 
一
—*
分
さ
れ
る
こ
と
を
以
つ
て
適
當
と
考
へ
、
こ 

れ
.に
，應
じ
て

.

勞
働
紫Q

生
活
諸
姿
態
を1
,ー，群
に
分
た
ぅ
と
思ふ
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
次
節
に
述
べ
る
勞
働
態
度
の
.問
題
を
も
考
慮
す 

る
の
鲒
果
呛
も
あ
：る
。
か:<
て
勞
働
者
の
疰
活
姿
態
は
凡
そ
次
ぎ
.の
如
く
で
あ
ら
ぅ
。
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1
勞
働
坐
活
上
の
諸
姿
態
へ
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3

1
を—

、

t,
a

、
勞
働
組
合
運
動
ソ 

10

、
團
體
活
動
べ
の
參
加
：

：

.

.

1
、
：

〔

そ

の

他

〕

：

.
1

.

.

. 

.

. 

• 

.

.

.

.

.

.

.:
'右
の
內
ワ〕

を
以
.つ
て
示
し
た
多
の
は
辕
境
，の
變
化
、
或
は
偶
然
的
、

.一
時
的
環̂

0
出
現
に
對
す
る
生
活
姿
態
で
ぁ
つ
て
、
從
つ

1

1

1

1

於

い

セ

姑

吾

：：々
0
着

過

：
し

得

な
1/
>
も
.の
で
：
*>
る
0.
銜

ほ
1
に

於

い

セ̂

こ

れ

に

對

し

：て 

J

に

於

い

て

、
吾

々

は
---^

假
り
に
部
分
的
銃

1

と
し
で
_

的
生
活
態
度
を
理
解
ず
る
.こ
^
が
出
來
るo
:吏
も
に
1
及
が
n
中
：の̂

生
浩
姿
態
を
詳
細
に
調
茶
硏
究
す
；る
で
占
に
依
つ

.：て
、
そ
し
て 

特
種
0
實
踐
的
童
要
さ
：を
考̂す
，る
$
.と
に
依
づ
：
.て
'吾
々
は
勞
働
者0
特
殊
生
活
態
度
：と̂
て
：偷

理

的

，

宗

敎

的

：、
，
：
紙

治

的

、
：
階

級

_
 

淨
的
生
活
態
度
等
を
も
認
識
す
る
こ
^
が
出
來
る
喾
で
ぁ.る
。
こ
、れ
に
默
し
て
勞
働
者
の
.：坐

活

形

：態

は

;1
:
の
1
:丨
7.
:、
.及
が
^
の
.
1丨 

•1
0

0
全
體
^
渡
つ
.て
.の
：歲
結
的
匕
趣
解
せ
ら
る
'べ

き

も

の

..で

ぁ

る

;:
;0.
:
そ

し

ゼ 

.い
：.て
；の*
會

誌
3

0§
!

|日
玄
作
成
す
る
ぇ
と
に
依
つ
，て
、
ヽ
：彼
等
，の
生
活
形
態

^

各
猶
德
團
の
勞
働
者
間
に
そ
：

0
生
活
形
態
に
於
け
る
特
徵
を
容
易
£
把
握
す
る
|

:
が
壯
來
や
ぅ
？
/■
:
:

. 

.

.

. 

一
.
.
V
” 

.

澇
顧
者
心
理
；學
S

系
，槪
觀

.

- 

•
, 

r
i
T
:

 

c

s〇
丸)



者
心
.理
學
や
體
系
：概

觀

ニ

1
1

o

s1

S
 

へ'
:
:'»
後
忙
银
活
形
態_
に
生
活
態
度
に
於
け
各
個
性
©
理
解
に
鍊
：い̂
尙
ほ
^

ロ̂

:活
諸
姿
權
が
個
性
克
直
栽
：に
表
規
1>
て
唐
る
が
如
ぐ
見
做'(
>
„て
：
序

述

：を

進

め

；
て

乘

^
の
：
で
：
：あ
¥

客
觀
的
把
同
：

1

ft
る
生
活
姿
態
は 

糖
^
必

ず

^

ル
同
ニ

 
：
倘

性

：
(0
義
現
：で
あ

〗

る
^
は
簡
單
に：

理
■
ざ
れ
得
な
いo
單
純
ゅ
現
は̂

で
ゐ
.る

坐

：
活

：姿

態

も

時

^

^

^

微

妙

な

精 

誉

活

奄

藤

底̂

じ
‘て
’ゐ

笔

從
.

0.:

て
_菩
.灰

B 
•般
忙
個
み
め
生
活
姿
態
が
如
柯
故
る
程
度

*
で)

あ
：る，個
性
的
特
徵
の：霍

と

ly
て
信 

.

賴
し
セ
：い
：
\'
が
：ど
ぅ
が
を
間
題
占
す
'る
必
要
が|>
-
备
0
:
:
夫
れ
故
校
吾
々
：は
坐
浩
形
態
及
び
坐
活
態
度

(0
:

.理
：解
に
於
い
弋
は
、
；
出
來
得
る 

”限

务

勞

各
A
に
就
.い
卞
個
.■々
o
生
活
體
驗
を
ば.同
時
^
明
が
^
す
る
と
云
ふ
方
法
を
採
が
な
け
：れ
ば
：な
：ら
な
：い

0
そ
し
て
こ
の
點 

‘力

ら

：一
其
つ

.て

.'%

.

.

.

.
'

勞
働
者
..VSL
學
■の
'#:
究
.ヵ
簡
單
な.個
)3
|
的
#'
究
方
法
'を
以
.
0
.
.
て
..し
て
，は
到
底
不
充
分
で
：あ
'つ
て
.
、
.
.
'
綜

合

的

硏

究

方

法
 

:
じ̂
て
の
11
:
會
^
的

方

费
3
:
0
|
|
菩

&

6
嘗
营
ユ
6
:の
虚
要
を
カ
說
し
，な
け
れ
ば
な
^
な
^

し
•が
し
此
處
：で.は
：
一
般
に
硏
究
方

画

：

D

1

1

I

1

I

於
い
，て
理
解
せ
ら
れ
る
。
し
か
し

..現
實
的
.
ぬ
级
論
澇
働
態
度
は
種
々
な
る
伽
別
的
生
活
態
度
の
部
分
的
統
，
一
で
あ

つ

て
、
從

つ

て

吾 

々
は
勞
働
態
度
の
認
識
に
於
い
て

は 

ー.
_で
，は.發
働
於
活
に
於
け
る
各
人
の
行
動
を
雜
細
に
觀
察
し
、
他
.方
で
は
各
人
の

勞

働

體

驗

を
 

愼
專
に
考
察
す
る
の
硏
究
態
度
に
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

o

そ
し

て

各
人
の
勞
働
態
度
に
於
け
る
個
性
的
時
質
は
そ
の
坐
活
の
現
在 

.並
に
，過
去
瓌
境.办
影
響
の
裡
に
、̂

^
れ
は
單
に
勞
働
生
活
環
境
だ
け
に
限
ら
な
い

こ
と
を
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
蓋
し
勞
動
態

度
は
：

f

般
的
每
活
態
贬
か
捕
性
时
银
質
^
含
む
、.：ぁ
.り
11
寳

的

故

る

.
個

馓

吃

顯

現

で

ぁ

タ

_
様
.の
夂
勞
修#

^
理
；學
的
基
本
問
題
が
此
處
#
‘%■
羅
り
返
良
れ_
ば
&
ら
-#
'
い
-
-
更̂
ら
に
.賴
0;
て
は
%
の
.父
祖
.の
個
性
の
'遺
傳
的 

*:
#
fc
於
れ
‘
理
懈
す
%:
じ

ね

ば

な

ら
^
い
。
：%;
レ
て
こ
：o
基
^
的
間
®;
に
於
^P

勞
^
#
活
ぬ
於
げ
る
生
活
感
情
上
の
へ
間 

題
が
逾
當
に
乾.
せ
レ
れ
：て

い

ゼ

、
即'ち
勞
働
生
活
瑗
境
が
各
ん
に
&:
备
 

と
仏
膨
ひ
驗
痕
亂_
ゆ
_
.̂
肜
溶
办
至
觀
的
方
：面
0 :
:

_
題
が
ぞ
れ
で̂»
る
ー
。
へ
し
か

的

脱

膨

へ0'
-
反
映
の
程
贬
如
何0.
:
.
:
_
:
靡

働

款
#:
人
0:
僦

性
0;
問

題
^

歸

蓉

し

な

^

れ

ば

&

&

啟

い

0

從

っ

；
て

勞

働

'
に 

坐

活

を

動

条

る

こ

と

は"
勞
働
盏
必
理#
の
填
编
备
附
膨
敏
問
題
た
^
に
&

^
な
.い
'0
:
.爸
れ
故
に
こ
の
問
題
の̂
め

に

吾

々

.
の

華
 

本
的
跞
釅
が
#,
し
除
け
ら
れ
て
は&■
ら
な
い
：こ
と
ゆ
、
旣
に
前
節
中
に
法
意
し
て
置
い

.た
所
で
'ぁ
.る
？
然
る
に從
來
勞
働
者
の
.生
活
に 

關
ず
各
*;
的
.
題
ゆ
、
：

j

未
^
充
分
1

者
心
理
學0'
問
題
を
齋
解
す
る̂
;と
^
々
し
^
、
,:
>
多
<
勞
働
生
洁
に
於
ホ
る
情
緖
的
問
題 

を
重
要
視.じ
て
ゐ
.る
。
 

.

.

•■
■'
>資

本
屯
義
的
尨
場»
度
の
寧
に
於
け
る
人
間
の
勞
働
が
苦
惱
に
充
ち

^

半
匕
於
け
る
勞
働
澉
問
題
に
多
木
の
關
心
を
持
つ
へ
て
ゐ
备
多
ん
ぬ
社
會
雪
者
で
ぁ
つ
た
。

そ

し

て

.そ
'の

1
勞
働
者
の
勞
働
か
ら
こ
の 

苦
惱
齡
抓
化
除
ぢ-被
嫩
の
眷
悅
を̂
進
す
る
^
占
が
そ
藥
働
者
問
輯
中
に
窠
耍
な
-

こ
の
先
例
に
狐
づ
て

H
.

 H
e
r
k
l

へ
は
凤
：に
社
會
政
策
ね
恶
礎
的
問
題
雀

3
.て
，勞
働
寄
悅
に.關
す
る
勞
働
者
心
：理
學
的
硏
究
：を

.重
要
視
. 

す
が
ゆ
茧'り
、
そ
の
後
今
日
に
茧
る
ま
免
£:
.
:
&問
題
ば
は
常
ぬ#'
太
0
^
^
:
が
#
さ
れ
て
'來
て
ゐ
る
。
社
會
科
學
者
並
板
勞
慟
鮝
心
理

.

■•
勞
働
潜
办
黎
擧
の
體
齋
槪
取
：

 

.I.iur. 

C
.
P
?:
M

V.



.
勞

働

者

心

理

學

の

體

系

槪

觀 

ニ

，

(

l

i

r

I

)

響
の
か
く
の
如
き
關
心
の
外
に
"
勿
論
彼
等
の
關
心
に
影
響
せ
ら
れ
て

V
は
ぁ
る
が
、
能
率
心
现
擧
者
も
；亦

'こ
，

Q.

點
に
金
然
無
關

：

心 

で
は
な
い
。
即
ち

IVĤ
OMtinsterterg

背
ざ
.
特
に
：̂
經
濟
的
|

^

理̂
學
は
過
霖
の
が
勞
働̂於
け
;̂
^

^
的
不
^

1
-.
'
'精
神
句
 ̂

縮
|:
>

.踮
迪
及
找
心
氣
祖
盤
ト
全
然
除
去
ず
：る
目
的
を
以

<>
:で
、{職

業

活

動

：
を

を
由
張
し
::
:
'
>
*
坻
^
革
つ
で
漸_

働
鶴
度
0;
問
題
^
近
：づ.：が
ゲ
と
：以
；て
ゐ
る
タ
こ
れ
等
ぬ

 

硏
究
業
跡̂

H

.批
判

す
：る
^
:̂
は
此
處
で
は.そ
の
處
で
な
い0唯

だ

護

は
.從
來
の
勞
働
喜
悅
に
關
す
る
：硏
究
が
勞
働
態
度

0
.問
題
の
中̂

で
は
な
く
し
て
、

• 

• 

• 

• 

• 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

; 

• 

... 

. 

.

寧
ろ
附
加
的
間
題
た
ふ.に
過
ぎ
なi:
と
^
'̂
:
赛
者
め
组
意̂

れ
姥
0
^
:る
/<
>
即
ち
生
浩
感
情
の
間
題
は
^

^
の

M
に
ま
^
轉
換
L
な 

け
れ
ば
.な
ら
.な
.
.

S
。
'

更
ら
'に
勞
働
者
洛
人.の
.勞
働
態
度
の
認
激
は
次
ぎ
4
如
き
問
題
を
そ<0
;
生
蔽
睛
驗
：の
裡&
明
瞭
.に
す
'る
&'
.と
む
依
つ€
ー
/1
*
明
.か
：に

, 

.

.

. 

.
:■'
.
.
•

 

• 

. 

' 

,
i
, 

: 

. 

. 

.
;
.

…

'
• 

:
/ 

‘
 

‘
 

: 

' 

' 

.

-

.

-

せ
ら
れ
る.で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
そ
の
問
題
と
は
、
(1
)
各
人
ば
如
何
に
し
て
現
在
の
.職

業

を

選

櫸

ず

る

に

至

，
つ
：
た

が

、

ま

だ

(2
)
そ
の 

0
將
來
の
奸
窗
が
如
何
な
る
も
の
で
.あ
る
か
>
5:
:
;«:
如
に
_す
を
こ
と
で
あ.る
9
ぢ
W
て

れ
.等
0
問
題
康
最
近
：で

民
 

が 

東
ブ
ロ
シ
ャ
の
あ
る
哋
方
0
手
3:
業
徒
弟
並
に
靑
苹
農
繁
勢
働
者
_
關
す
る
硏
究
に
於
い
て
指
摘
1>
だ
肌
で
.あ
态
が
、8

$

同
樣
の 

間
題
は
一
般
的
生
洁
態
度
の
理
_
に
於
い
て
も
亦
考
へ̂:
れ
で
^
\'
9
:
.
そ
し
て
旣
に
ド
ィ
ッ
社#:
:
跃
策
聲
會
の.行
0.
た
米
エ
業
勞
働
者 

調
裔
に
.於
.い
.て
‘は
々
勞
働
者
各
人.1の.(1
)
現
樣
の
職
業̂:
-
.從
.事
す
る
に
至
つ
た
现
由".
'
(2
)
職
業
變
觅.0:
:理

电

及
'び
(3
)
.過
*

に
、
^
た
現 

相
懐
け
る.
.一
般
：

活
目_
，が
特
^
明
か
に
ず
を
と.
.と
|:
-節
寒
視
し̂'
ゐ
|>
;
*0
:1>
:
が
?>
:
;勞
歡
態
*-
に
關
す
る
限»)
:
-
>
_
こ
；の
間
題
ぷ
筆
者

'亦
前
節
冲
杧
，

1

不
し
.ず

繼

い

た

勞

働

，生

活

姿

態

の

：
夢

1

の

點

に

觸

聯

：し

本

 

：：，
，
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. 

•
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-
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i

l

 

l

l
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へ
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へ
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:
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.

V
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I
r
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. 

' . .c. 
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.

.

. 
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, 

' 

V
.
- 

- 

■

'
.

次
v>
1

5
は

勞

働
.#
心
理
學
體
系5
の
第
四
.の
”問
題
で
：ぁ
名
勢
働
者
め
_
性

め

諸

類

型

泠

設

定

：ノ
：即

ち

勞

働

者

心

那 

類
型
擧
的
硏
究
忙
就5
:
:
て

そ

：の

概

要

を

傅

；

.へ
そ
»
か
ぅ
.と
：思

ふ-,
0
::?
:
れ

先

含

立

冷

；て

：
^
^
^

地

.楚

就
^
て
：/ー

言

扉

；べ
：
て

氇

重

-:
°
勞
齡
奪
わ
連
话
擐
獍
支
一
进

^

:

の
前
段
楷
を
な
し
、
隹
活
形
態
_
に」

舷
的
组
浩
谶
度
の'問
題
.戎

こ

れ

：に
跗
伽>
て

廣

働

襪

度

の

：
問

題

：と

が

、

吾
々
'
の

硏

究

の

中

心

.

.

.

.

.

.

.を
な
し
そ
居.り
、
姻
脞
の»
型
學
的
硏
究
は̂
の
.中
心
的
妍
究.の
_

«
で
あ
：.
0
^
;
ま
，た
!*
^

^

.

;

:'
.
'
'最
初
に
類
犁
の
食_

.
多
少
明
か
に̂

て
置
か
ね
ば
：な
も
參
い
々
；ヾ
吾

>
:の
_
領

硏

究

は

生

活

形

態

^

生

活

. 

.

.

.

.

.

. 

- 

.

.

.

.

.

.

:態

度

：に

彌;>
て
行
は
机
る
。
蔻
し
张
活
形
簾
は
.環
境
0
開

發

作

用

と

，制

約

作

用

：
の

.下

に

置

か

：：ら
：れ

た

個

性

.の
睿
觀
的
表
現
ヤ.ぁ

つ

：
て、
•

ム

. 

- 

.

.

. 

. 

.

. 

.

.

. 

: 

. 

•

個
-
の
類
遨
擧
讷
硏
贫
と
し.て
は
こ
の
遨
搏
の
開
潑.作
用
!̂
_

作
用
^
を
捨
象
:^
%
隹
活
邋
後
芄
货
分
％:姻
#

^
特
質
に
就
.い
て
類 

型女
！̂
:;:

る
：

こ
：#

:
^

遨

淤

に

直

接

個

性

：を

問

爾

-'
1
C;七
海
洛
所
典
で̂

^
、
.

か̂

し
侗
救
の
證
設
宗
に
於
，

.い

そ

獲

涔

の

開

發

作

用

：
と

制
約
作
用̂

1
:捨
象
ず
；る̂
と
；は̂

個
性
：に
對
ザ
ネ
康
境
影
響
^
全
.く
捨
象
す
る
ゼ̂
で
は
な
く
、̂
れ

说

着

畜

タ

を

：し
て
：個
烨
の
.

.

.

.

.

 

. 

. 

■

:

.

. 

.

.

.

顧
塑
そ
遽
境
冷
形
成:#
用

：
に
於
か
弋
考
ー
へ
：
し
：
め

^
途

；
で

务

隹

：
：

.か
：ィ
て
著
：々

り
謂
ふ
勞
働
省
篇
性
の
論
型
と
は
、
そ
の
生
活
態
度
に 

:赛

洛

姆

法

：並̂
鄕
洚
§
_

活
環
境
中
の
へ1̂

«
境
因1 '
.

.或

藤

定

環

靡|
:更
%
贫

靡

藝

吡

淹: ^

黎

生

洁

證



■ 

一
二
 

六
へ
 

c

i

s

る

蓮

裳

に

基

々

い

て

：殼

定

；せ

.ら
れ
る
”
ま
为
戈
獅
の
個
性̂

^

性
;©
顧

型
;^
生
活
藤
度
杧
關
し
：て
考
へ
;4
れ

，る

が

、
^
れ

呔

勿

論--
*
般

的

坐

活«
度

と

勞

働

應

. 

• 

•

决
業
者
：に
於
け':る
：失
業
に
對.す
る
態
度
一-

に̂
關
し
そ
讖
定
せ
：ら
れ
1る
：:?
1
'<
?
:が
望
.ま
：し
：い'
9、：.尙
ほ
個
性0

_
型
^

广 

は
特
定
辕
境
、
更
：ら
；ぬ
现
想
型
化
せ
ら
れ
た

坐
活
遽
境
の
形
成
作
用
に
就
ぃ
て
設
定
せ
ら
れる
が
.、
，
吾
々
：は坐
活
環
境
中

の
有
ゆ

る

，
環
，
 

境
條
‘件
に
#
い
て
可
.能
な
る
無.數
の
類
型..を
區
別
す̂-
必
寒
淋な

；：

s
;-f
從
つ
て
. 

常
：'

に
'そ
の
：固
有
の
實
踐
的
目
的
に
從
つ
：て
實
覺
的
な
；問
顧
と
し
：

て
童
：耍
視
せ

：

ら
れ
る
.環
境
條
件
に
就̂
 

へ 

れ
W

-M
り
る
の
セ
身
つ
て
ッ
徒
ら
ー
に
理
論
的
避
戲
に
墮
す
る
こ

^
は
苹
に
愼
ま
ね
ば
な
ち
な
い
呀
^
办

る
.0 

'右
の「

如
く
吾
々
の_

M
學
的
聊
究
は.一
定
環
境
：條
件.の
#
性
に
對
す
冬
形
成
作
用
の
理
懈
に
基
づ
く
の

で
ぁ
.
る

が\
從
來
心
.理
學に 

於
け
る
類
：型
學
的
硏
究
始
多
く
呔
吾
ぃ
々
の
場
合
：と
甚
だ
異
な
る

?>
:
>の
で
ぁ
：る0ゾ
勿
_
心
理
學
に
於
け.る
從
來
か
ら
の_
型
學
說
は
@

タ

雜
多
で
.ぁ
：々

て
、
こ
れ
を
一
様
に
批
判
す
る
：こ

^
は
素
ょ
0
不
充
分
^
ぁ
名
が
、«
し
.て
写
^

.
、

.

. 

. 

.

.

.

.

間
理
痛
に
於
い
：て
.根
本
的
に
吾

々

i
,
そ

の
*
場
金
異
に
す
态
と
耷
つ.て
，い
、;-
°

M
へ

ば
遠
く
古
代
に
發
す
：る
因
氣
質
說

：

の
如
き1

多 

血
質
、
膽
汁
質
、.黑
膽
汁
質C

醫

質)

•：

粘
液
質——

#
た
人
、の
.1
赭
を
そ
の
容
貌
、
：
.：或
は
體«
に
於
^
^
^
^

て
決
定
し
た.り
、
或

はc. 

G
:

 J
g
g

の
外
向
性
、
內
向
性
の
類
別
の
如
き
、
更
ら
に
種
々
な
.：る
精
神
的
機
能
に
關
聯
す
る
類
型
設
定 

の

如

き,-
,
»
總

て

こ

れ

で

ぁ

る

'.
0

そ
し
て
と
れ
廣-:
0
'類
型
學
的
；硏
究'は
共
に
そ
の
各
々
の
立
：場
に
於
い
.て
：現
實
的
人
間';
0
:理
解
に
近
づ
か 

う
と
す
石
も
の
：で
あ
る
が
、
.满
處
で
：は
個
性0
辨
證
法
的
發
展
が
理
解
ザ
ら
れ
ず
、

.そ
の
：總
て
は
超
歷
史
的
類
型
學
と
し
て
吾
々
の
鹜

同
し
得
な
い
も
の
：で
あ
：る.0
ま
たV

E
‘，s
.
p
r
a
n̂
r

(D
如
き
は
哲
學
的
、
形
而
上
學
的
に
設
定
せ
ら
れ
た
價
値
に
，基

.づ
く
：純
粹
類
型
を 

類
別
し——

理
論
的
、
經
濟
的
、
靡
雙
的
、
：
社
€
的
、
政
治
的
、
宗
敎
的
態
度
i

其
處
か
ら
現
實
的
人
間
の
理
解
に
近
づ
か
う
と
，し 

て
ゐ
る
..
o
■彼
の
と
の
見
解
に
對
し
て
Iも
亦
右
.の
吾
々
，の
批
評
は
妥
當
す
る
が
、
：彼
の
場
合
と
吾
、々

.の

.場
合
と
は 

，で
あ
るo
吾
：々
：は.現
實
的
、
歸
納
的
に.諸
類
型
を
區
別
し
や
う
と
す
る
に
對
し
^

彼
は
豫
め
設
定
せ
ら
れ
た
類
型
を
以
つ
て
出
發
し 

や
う
と
し
て
ゐ
る
。

1

兀
來
心
理
學
に
於
け
る
類
型
學
的
硏
究
は
從
來
人
間
そ
の
も
の
の
本
質
を
理
解
し
や
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、 

從
つ
て
そ
れ
が
形
而
上
學
的
類
型
論
を
坐
む
こ
と
は
當
然
で
あ
る
が
、
そ
の
經
驗
的
類
型
學
に
あ
つ
て
も
、
こ
の
故
に
そ
れ
が
超
歷
史 

的
類
型
學
に
臢
す
る
と
一

K

つ
‘て
い
i

尙
ほ
從
來
の
類
型
學
的
硏
究
に
於

5

て
類
別
せ
ら
れ
る
個
性
の
諸
類
型
，に
、
個
々
の
..研
究
を
導 

く
範
疇
と
し
て
の
方
法
論
的
意
義
が
附
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
基
づ
く
實
踐
論
が
結
局

'不
徹
底
に
終
る
か
、
，
'或
は
.高
々
能
率
心 

迦
學
に
於
け
る
が
如
く
人
間
の
合
理
的
利
用
に
歸
着
す
る
か
、
そ
の
孰
れ
か
で
あ
ら
う

.0
■

.

更
：ら
に
吾
々
の
類
型
硏
究
に
就
い
て
讃
苕
の
誤
解
を
招
か
な
，い
や
う

.に
洼
意
す
べ
き
事
實
が
あ
る
。
：先
き

^

の
'類
型
は
先
づ
勞
働
背
の

一

般
的
生
活
態
度
：に
關
し
、

.：

次
い
.で
特
殊
生
活
態
度
と
し
：て
：の
勞
働
態
度
に
關
し
て
設
定
せ
ら
れ
る
。
從
っ 

.て
他
り
特
殊
生
活
態
度
、
.例へ：.

ば
政
治
的
態
度
、.倫
理
的
態
度
、
宗
敎
的
態
度
に
就
"い

て

類

型

を

考

ベ

や

す

：る
も
p
t?
;は
な
.い
。 

し
か
し
か
く
一
石
ふ
：で
.と
は
こ
れ
等
：の.特
殊
生
活
態
度
の
認
識
が
吾
，

.々
(?
>
場
合
に
全
く
不
可
能
で
：あ

义

、
ま
た
そ
：れ
が
實
踐
的
；に
全
く
無 

:意

義

：
で

あ

涔

士

す

.る

.の
セ
な
い
こ
と
は''
'
'本
論
.第
四
節
啪
迄
も
簡
單
：に
觸
れ
て
置
い
た
通
：り
：で

^
る
0..安 

.
:の
：特
殊#
活
態
度
は
他
の
應
用
心
规
學
部
門
;:
'
.即
ち
政
治
。心
理
學
、
；
道

德

心

黎

學

證

：犯
罪
心
璉
擧
，
及
び
宗
敎
心
理
學
に
：於
い
て
當 

:

/
.勞
働
考
ル
理
學
の‘體
系
槪
觀- 

.

1

ヤ
七 

一

C
S
1

五)



:

,;

勞

馨

芯
ii
■

體

霞

觀 y:: 

: 

: 

1

1

:

<
'.(

1

2
 六
；

)

然
祺
奥
視
せ
ら
れ
、M
:つ
こ
&

〉

の
_
用

聽

學

：；に
於
い«
爸
©
勞
働
者
類
型0

^

^

1關
^
で

簡

題
.4
せ
：ち
れ
；る:0
顧
六
^
從 

吾
^
ゆ
學
問
的
分
業
に«

^
て
；、.

(

こ
れ
等
の
：特

靈

：活
態
度
钇
類
型
學
的

^
考
察
於
る$

 ̂

\
。
匕
か
も
勞
働
者
の
：麗

を

圣

般

的

に

間

題

^
中
る
普
々
ば

1-
'

.勿
論
勞
働
者
ぬ̂

0
.坐
活
0
證

相

$:
:全
然
考
慮
外̂

置
ぎ
得
：な̂

の
^
务

^

5

I

般

的

素

麗

：<0
:間
織
に
呤
い
て
も
適
當
疫
考
璐
し
得
.る
：.と

考

：
へ
：
る
，
？
：へ
唯
：
だ

 

：
. 

度
を
間
：題
.<
*
:1>
な
^
;<
?
1
;
笤
ふ
、に
：過
：ぎ
な
い
夂
.あ
1>
:
,て
と
0- 

考
ぺ
：ら
れ
るo 

:

.

‘
：註
六
類
姻
學

的

研
究
とし
て
.は

甚
だ
-不
充
分
で
は
あ

る

が

、

例
べ
|に
处
珉
吾
國.に
.於
い
て
も
勞
働
諸̂
|熱
歡
識
：の
雜
究
が
か
.は
ル
た
こ
ぢ
私 

■/
，

へ.；
：
あ

る

。
そ

し

て

そ

れ

は

笞
々
に
も
甚
だ«
味
あ
各
硏
究
で
：鉍

敦

：、

.ぃ
本
！

ポ
敎
心
理
：學
ゆ
親
に
鼯
ず
も

§
4:
.攻
は
：ね
ば&

^
ぅ
そ
：の
娇

.■'

.._
 

.究
と
ほ
次
ぎ.の
も
：の%
.
:
あ
名
:0
.
.
. 

' 
へ
' 

1

■
:
 

.
,
.
_ 

.
:

.
■.
'
'策
ぼ
帝
固
大
舉
文
學
部
策
敎
學
i

，
^

':

以
上
罟
々
ば
僩#
の

鐘
;0
*
味
ぬ
就
(/
\
て
述
，べ
丧
の.で

あ

る

：が

、
，
：寅

名

忙

^

.

.

.

 

.. 

•

ぁ

る

。
：
.先

づ

：類

型

設

宠

の

：
方

法

め

：

.恭

礎

を

明

に

：
し

^
ぅ

。
藝
4

は

偷

性

の

.
：
類

型

に

於

ぃ
 

を
理
解
し
ゃ
ぅ
と
才
る0
し
：
か
し
ー
兀
來
各
人
め
働
性
は
同
ニ

_

は

な

.く'-
'

人
<?
1

環

境

；
0
'全

體

_

造

楗 

い
。':#P

:

て
：'

瓒

境
.ft
仲

の

入

、
と

環

屬

の

，
全

體

權

造

屮

‘

に

占

め

.
る

意

義

も
蹄
密
に
は
同
樣
で
は
あ
：り
得
な
い
？
か
く
て
此
處
に
一
宛
環
境
條
件
の
形
成
作
用
の
結
果
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
個
性
的
特
質
は
、 

理
想
型
化
さ
：れ
た
類
型
と
.し
て
.
.の
：■.み
認
識
さ
れ
得
る
の_で
あ
っ
.て
、
そ
れ
は
當
然
各
人
め
現
實
個
性
の
特
質
か
ら
多
少
乖
離
す
る
も
の 

と
な
ら
な
け
れ«'
な
ら
な
^

:を
し
て
こ0
類
型
は
：單
純.に
踏
定
#
ら
れ
る
'の
で
は
な
ズ
、
各
個
人
に
就
い
て
愼
朮
な
比
較
硏
究
を
繰 

り
返
し
た
る
後
に̂
め
て
^
能
と
せ
.ら
れ
る
o
:
:
l>
;:か
し
吾
々
の
硏
究
は
他
方
に
於
い
て
は
統
計
的
方
法
を
利
用
す
る
こ
と
に
依
つ
て
比 

較
的
I

易
と
f

れ
る
。.即
ち
l

i

l

.件
■

し

ぐ

持

參

の

多

歡

の

勞

馨

爲

均
、
そ
の|

般
的
-

級̂
的
傾
向
ぢ
確
め
各
匕
と
プ
匆
論
し
か
し
ぞ
れ
ゆ

^

^
を
藍
然
时
傾
向
私
過
ぎ
な
叭
の
で
あ
ら
て
、
そ
れ
が
當 

該
ー
定
環
境
條
件
：の
影
響
で
あ
.る
こ
と
を
账
證.す
る
た
め
に
は
、
吾

々
は
更
ら
に
そ
の
環
境
條
件
を
興
に
ず
る
他
の
冬
數
の
勞
働
者
に 

於
け
る
同
樣(D
.銃
計
的
結
果.と
そ)

れ
と
を
比
較
す.：る
こ
と
が
簠
要
で
あ
七
、

.

更
ら
に
ょ
り
根
本
的
な
こ
と
は
、
各
個
人
に
就

い
て
先
き 

に
述
ベ
^
愼
重
.な
此
較
研
究.を
行
ふ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
，即
ち
類
型

0
確
定
：は
統
針
的
比
較
方
汝
と
各
侗
人
に
就
い
：て
の
比
較
方
法 

と
に
蕋
づ
い
ー..て'̂
能
と
せ
；ち
れ
る0

-;
.

。
. 

：
、

.

.
:

筆
者
は
右.の
序
述
中'に
>;
個
性
の
.類
型
：が
現
實
個
性
の
理
想
型
と
し
て
理
解
せ
も
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
此
處
で
更
ら
に
現
實
個

. 

性
と
類
型
〃
と
のM

g
K;
;就
；い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
點
が

#
す
る
。
即%
:各
人
0
個
性
ば
ぞ
の.：父
祖
の
個
性
の.遺
傳
的
素
地：€>

_ 

H

生

後

の

：
諸

擐

境

條

件

の

：，奮

作

用

を

受

け

0〜

辨
證
法
的
に
發«
し
聚
つ
.た
|
の
^
あ
る
と
す
れ
ば
，
現
實

S

個

;^
は

類

鼠

學

的

に
 

一

K

へ
.ば

、
■單

一

類
型
的
で
は
な.ぐ
、
：多
類
型
的
，

「

銃

：1
的
鞲
造
を
持.つ
^ :
の
と
沄
は
ね
ば
な
ら
ぬ:°
從
っ
て
類M
學
的
卵
究
は
，%
れ
：
 

が
f

的
-
<
理̂
解
：の.目
的
紀
從
ふ
限
り5
各
人
，の;'
'
_

た
特
定
集
圑
の
勞
働
者0.
^

'.
绎
働
费
心_
擧
ゅ
龌
§

觀
 

 ̂

$



♦

働
#
心
理
：學
の
：體
：系
槪
歡
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一
 

五1

八
ノ

:
取

し

：
つ

：
V
あ
^
個

性

：の
：多

類

型

的

.
？
：
統
ユ
，
的

_

造

を

明

か

に

：
す

る

：、
知

. 

•

:
以̂
上
筆
者
は
個
性
の
類
型
及
び
，そ
の
，類
型
學
的
树
究
の

»
味
に
.就
5
て
些
：か
論
旨
を
明
が̂
し
た
：。
：
然
ぢ
ば
，吾
々
ば
右
の
所
論
に

- 

づ
v>
て
：凡
そ
如
何&
る
個
性
：の
類
型
を
茴
別
す
る
こ
厶
：が
出
來る

.

かo 

.筆
者
は
大
體
次
ぎ
の
如
き
諸
類
型
を
類
別

.し

得

る

：
と

考

へ

、
今
 

勞
働
者
.の
個
性
の
諸
類
型
ィ 

I

V
.
歷

史

的

類

型
：'
:
.

(
發
達
心
理
學
的
類
型

)」

:

勞
働
者
の
兒
童
の
類
型:.
.

-
ぐ 

な
.、
靑
年
勞
働
者
類
型.

(
男
、
女)

.

.

.
:
3
、
.成
年
勞
働.者
類
型
：

(

肚
年
、
中
若
、
老
年̂
•

I
 

:社
#
的
類
型
：.ン
.

へ
.
.ハ'
.
.
.
:
: 

.

■

1
、
家
系
的
類̂

(

父
11
の
.職
業
ネ
農
民
、
勞
働
者'»
手
工
業
、̂

•小
商
:,
エ
業
者
、:-
..ぞ
の
他)

.

ンV 

::

2
、
家
庭
的
類
型

〈

農
民
、
勞
働
者.
'电
產
階
級
、
そ

猛

ソ'
4 

，
气

出
身
地
類
型
'

(

農
村
V
，

中
，
：小'都

市)

：
；

• 

4
S 

S

i

m

s

.
 

^
0
3 

^

.

.:■
:
5、
國
'民
的
、
或
は
民
族
的
類
型
；

.

.：；'ミ

；.
:

'

^

ぐ

.'y 
r:r.: 

1〉
：

.
ノ
6;
> 
無

歡
勞

働

者

類

型：
.

V 

:
:
:■:へ
.
:...

;
ノ
 

」

:■

7
、
組
織
勞
働
苕
類
型

C

各
種
勞
働
駔
合
別

)

.

8
>
階
級
的
類
型
し

9
、)

：失
業
胬
類
型
：::
ノ

7
::
:;
'

「

職
*
的

類

型；:
:

ニ 

、
'
い
'
:
' 

へv
'
f

(

ィ
-
>
不

熟

難

働

者

1
、
エ
場
勞
鑛
者
類
型|(

:;
^

{

y
:f
酬
f

: 

■ 

へ「

バ
^̂ 

r
b
v

-女 

H
v:
:
;:
.;
.
.
''
'•:

?
、
鑛
山
勞
働
箸
類
塑.

;■
' 
,

3 

:
交
通
.業
勞
衝
者
類
：
^
:
.
:
.
,
.
.
.

)

>
:
: 

<
:

.
4、.：龜
築
業
勞
働
者
類
型
：-
：
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.
:

.右

篇

疆

篇

し

若

千

の

注

意

を

加
/

-
置
洳
ラ
0
ぐ
先
づ.そ
0
諸
類
型
の
名
稱
に
依0
て
f

一
 

定
i

境
條
件
が
考
へ
らt
て 

ゐ
る
：こ

雀

塵

せ

ら.る
べ
き
で.あ
る
タ
し
か
し
其
處
に
鸾
へ
ら
れ
て
ゐ
る
ゲ

^

靜

細

成

つ
^

^
に
：は
殆̂

ど
.總

て

同

一

で

は

な

い
。

畠

畠

で

先

き
に

述

べて
置

ぃ

た

ゃ

ぅ

に

、こ
れ

等

の

生

活

環

境

條

件

は

類

麗

句
 

1硏
^

に

於

い

て.は
理
想
型
：化#
れ
.た
,%
の

に

就

い

て

«

ふ
べ
き
で

あ

る

o

し

か

し

例

へ

ば

エ

場

勞

働
者
類
型
に
ぬ
け
る
エ
場
環
境
の

如 

き

は

^

エ

業

0

種
類
に
從
ひ':
>

ま

た

そ

の

經

營

規

模

の

大

小

に

從

つ

て

そ

の

環

境

條

件

を

ー

樣

の

も

の

と

し

て

劳

へ

る

こ

<?
:
が

、

果

ノ 

て

安

當

で

あ

る

か

：,

か
、
德

_

問

で

あ

る

0
.
.夫
れ
故
に
吾
々
は
此
處
に

H

場
の
獮
類
並
：に
そ
の
.規
模
の
大
小
に

從

つ

て

f

な

る

類 

型
を
區
別
す
る

&
:

が

、
'
'
或

は

適

當

で

I

か

も

知
れ
な
いo
更

ら

に
勞
働
者
の個
性

の

類
型
は
以

上

に

示

^

で
は
.な
い
0
吾
々
：は
實
踐
的
霍
要
.さ
に
應
じ
て
こ
れ
以
上
に
種
々
な
る
類
型
を
適
宜
設
定
す
る
と
と
が
出
來
る
。
例
へ
ば
妨
續
女
工
類 

型
の
如
き
特
殊
工
場
女
子
勞
働
者
類
型

..
'
或
は
商
業■
用
人
類
型
中
に
特
に
百
貨
店
從
業
員
特
型

：.(

男
、
女)

を
擧
げ
る
が
如
き
は
實 

踐

的
-̂
贯
要
4
;を
多
分
に̂

つ
.。
更
ら
に
行
商
.人»;
型
：で
あ
る
と
かiま
た
居
住
麗
類
型
を
右
に
示
し
.た
も
の
ょ
り
も
 

一
1*
具
體
的
に
、 

貧
民
撤
居
往#
類
型
、
舍
宅
、
.
或
は
寄
宿
舎
居
住
者
類
型
等

•
凡
そ
こ
れ
等
の
諸
類
型
の
設
■

共
に
ま
ノ
の
實
踐
的
_

を
持
ち
得 

る
で
あ
ら
ぅ0
尙
ほ
右
忙
承
し
た
諸
類
型
を
ー
々
說
明
す
る
必
要
も
な
い
が
、
多
少
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
例
べ
ば

1

2
と

は

€ 

實
に
は
重
り
合
ふ
こ
と
が
あ
る
。
即
•%
家
庭
的
類
型
に
於
け
る
父
の
職
業
が
農
業
で
あ
る
こ
と
は

.出
身
地
類
型
の
農
村
の
場
合
と
贯
複 

す
る
し
ノ
ド
ィ
グ
社̂
1政
策
學
會0
調
齋
.に
.於
ぃ
.て
ば
、
大
體
勞
働
者
の
家
庭
に
育
っ
た
も
の
は
大
都
市
の
出
身
者
で
ぁ
り
、
手
工
業

考
(0
象
に
：生
れ
相
も
の_
巧

：：小
都
市
の
出
義
で
；ぁ
：つ

令

：獾

^
で
*
<-
[

4如
ぎ
窠
複
が
罄
實̂
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ざ
れ
る
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で
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る
以
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.
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&
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.
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；
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叙
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擧
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條
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叹
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條
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塑
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廣
と
は
無
關
係
で_
髮

.が

參

：如
き
理
論
的
立
場
が
ら
潘
處

：

に
：問
題̂;
.し
た
型
_
が
i

的
な
る
_

詞
|

る
'こ
^

直
ち
に
ぞ
れ
が.階
級
意
識
を
問
題
と
す̂
と
.考
':へ，
霞

.
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.
し
か
U
階
級
的
類
型
と
階
級
意
識
の
問
題
の
，こ
；盡

籁

お
 

另
內
容
ヶ
も
の
で
は
な
く
：

S
谷
的
に
は
恐
ら
く
接
近
家

意
識
め
間
題
を
生
葙
心
霧
的
■

及
ず
れ
ば> 

■
窗

義

馨

働

駿

的
_

環
境
の
：媒

ど

；

.か
も
知
れI

.
が
|

:
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バ
：し
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筆
者
が
做
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右
：の
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階
級
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類
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す
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塑
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が
*
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:
鑛
屢
ギ
間
題
と
ぜ
ら
れ
て
有
每
で
务
を
階
級
意
徽
办
問
題
の
馨

^
明
が
に
じ.や
ぅ
ど
す
るに 

あ
る
。
：
確
か.糧
來
の
勞
働
者
心
一
理
學
の
拼
究
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於
：い
て
は
皆
級
意_
の
間
題
が̂ 

o 
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著「

近
代
ブa

レ
タ
リ
アー

ト」
(

一
九
--
.
:〇
年)

は
疋
ぬ
勞
働
階
級
心
现
擧
：の
研
究

で

あ

り

、

ま

た

ゥ

ォ

ル

ト

は

彼

の

勞

働

者

心
 

理
學
的
硏
究
：の
問
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の
中
に
、

「

勞
働
階
級
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猶
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層

が
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成

立

す

客

ぼ
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何
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秩

序
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'間
題
を
附
加
す
る
こ
と
を
.忘
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.て
は
な
^
い
.
9喪

た

，
へ

ル
：；

ク

ナ

ー

は

敗

會

政

策

學

會

の

調

靡

の

結

果
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い
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、
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を

力
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1>
て
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階

級

意

識

の

問

題

は

か

.

I

tは

勞

働

階

級

の

？

張

す

：
る

も

：
の

ど

し

て

現

は

れ

て

.
ゐ

.る
。
こ
れ
に
對1>
て
筆
者
は
勞
働
者
心
理
學
の
立
場
か
ら
次
ぎ
の
如

:<
:

袞
は
な
：け
れ
ば
な.ら
ま
い
o

即
ち
、
；
階
級
意
識
の
問
題
を
單
純
に
勞
働
者
の
階
級
生
活
環
境
の
：

|影
響
に
歸
し
て
問
題
が
終
れ
り
と
す
る
こ
^
も
ク
ま
た
單
に
個
々
の 

環
境
條
件
の

：

影
響
を
ヘ
ル
グ
ナ
ー
の
如
く
砠
純
に
羅
列
的
に
認
め
て
勞
働
階

^

^
分
化
を
說
く
こ
と
も
、
共
に
未
だ
不
充
分
で
あ
る
。 

か
ぐ
の
:̂
ふ
單
に
考
べ
名
こ
士
は
共
也
勞
働
：者
^
個
性
;0
辯
：證
法
的
發
應
と::
:
,こ
-0
:鞔
展
粑
於
け
る_
胜
の
_
造
と
を
明
か
に
す
る 

も
の
^
ば
な
い
 

言

す

れ

备

：々o
環
境
條
件
：：の
摘
性
に
：對
ず
る
影
響
が
各
人

0
ゃ

：特
種
集
團0
:勞
働
者
の
生
活.史
的
1

圮
於
い 

て
明
か
に
さ
：れ
て
待
く
?1
と
が
必
要
：で
あ
る’

,

•■ 

_
型
學
的
砰
究
が
ら
問
癉
を
多
少
橫
に
逸
し
だ
於
、
ぃ
虧
歆
に
類
型
學
柙
硎
究

0:
1

_

_就

，
い
：
で
_

べ

て

置

か

ぅ

。
_
;
痕
き
に
筆
乾
は
類 

型
學
的
研
究
が
、
勞
働
者
心
理
學
0
中
心
問
題.で
あ
る
等
般
的
生
活
態
度
士
：特
殊
银
活
態
度
と
し

て

の
勞
働
態
度
の
硏
究
の
延
長

で

あ
 

り 

>
立
た
そ
の
歸
結
で
あ
る
泛
述
べ
.て
(1
い
：た
タ
：更
ら
に
類
型
學
的
：硏
究
が
特

|(
?
:實
踐
的
軍
要
性|:
持
つ
：こ1
を
繰
り
返
し
述
べ
た
。 

筆
者
は
此
處.に
類
型
學
的
研
究
の
：
.意
義
そ
理
論
的
方
面
省
實
踐
的
方
面
^
區
別
し
て
、

些
：：

か
^
れ
に
說
明
を
加
，へ
.
'度
い
i
思
ふ
。 

:
'
:
類
型
學
的
硏
究
の'理
論
的
意
：義
は_
そ
次
奪
の
如
义
で
あ
る
〒
生
洁
態
度
に
關

€
る
：硏
究
は
：勞
働
者
各
人
に
就
^
て
行
は
れ
、
％
次
い

で
#
數
め
鮮
定
勞
働
者
或
は
特
定
集
團
の
勞
働
者
允
顧
い
セ

«
ほ
机
洛
，
％̂

ズ

藤

：て
：セ

れ

等

0
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則

的

證

妨

絮

積
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•+

は
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數

硏

究
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努
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下
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別
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硏

究

が

行

は

れ

る

場

合

忆

は
、
：そ
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は
當
然
趣
論
的
硏
究
の
.：發
攝
史
しV

:

先
き
に
述
べ
た 

此
較
硏
究
に
從
や
叨
類
型
學
的
研
究
を
坐

^
な
け
れ
仗
な
ら
众
い
。
£

の
.意
味
に
於
い
：て
物
型
學
的
硏
统
放
個
別
的
硏
究

0
理
論
的
發 

腔
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あ
る
雀
吝
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て
.
#へ
-1
ド
：
ィ

ッ

社

會

政

ー

雪

會

©
太
0:
業
勞
働
者
調
査0 

&
•

:

窆says'':.

女
史
.の
努
力
■

七)

：は
尙
.ほ
'不
.赛

で
.找
#
る
：が
、.：
：
：
確

か

1

こ

0
薏

_
^
^
^

■ 

.

,'
勞
働
者
心
缍
學
の
體
系
槪
觀

 

1ニ

五

(

1
'五
5

5



' 

:
':
'

/
勞
.
_者
_

學

：の
體
.
系

概

觀

'

I

一 tr

 

a
i

四)

凌

塞

働

曹
_
學
め
硏
究#
旣

に

.
相

筲

の
»

^

卷̂

詹

|
:
:
#
:̂
^

^
は
#
の
膂
弗
勞§
^
に
關
す
；る
個
服
的
硏
究
汽
ま
た
廣 

近
セ
は
头
業
者.に
關
す
ー
？：
^

^
的
硏
究
：が

蒙

累«
せ

ち

れ

セ

：
馨

觀

着

名

が

：
ハ

熒

0
,
:ー_

,
に

し

；
案2

^

や
ぅ
. 

な

愼

薩

證

擧

的

蜜_
 
■

か
ら
生
れS

著

いQ

マ

ぁ

春

鑛

蓄

.吾

々

_

型 

r
窘

.今
_

努
.翁

期

待

.せ

墓

卺

得#,
い
，
■

■

親

馨

寥

勞

馨

心

。
理

遷

一

辱

て
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^
4

ぎ
そ
れ
は
凍
销
角
哮
ル
ポ
_

1

:如
く
個
別
的
硏
统.の
_

且
_

_

靈

尿

銮

僩

性

の

諸

類
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憑
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薇
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滎
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行
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れ
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萣
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